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日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 会 則 


総 Bl 
ABIL AKAARMRRLAS LAT So 
AGRI, 岩石 学 , URERU これ ら と 関係 の 深い 科学 の 進歩 を 助け , 
普及 を は か る こと を 目的 と する 。 
本 会 は 事務 所 を 東北 大 学 理学 部 内 に お く 。 
会 は 第 2 条 の 目的 を 達する た め , 次 の 事業 を 行う 。 
(1) 機関 雑誌 の 発行 。 
(2) 講演 会 その 他 学 術 に 関す る 集会 の 開催 。 
(3) その 他 必 要 な こと 。 
会 員 
本 会 々 員 は 正会員 及び 特別 会 員 と する 。 正会員 は 評議 員 会 で 入会 を 承認 され 
た も の と し , 特別 会 員 は 評議 員 会 で 推薦 され た も の と する 。 
正会員 と し て 本 会 に 入会 を 希望 の も の は , 正会員 2 名 の 推薦 を そえ て PAG 
も る も の と する 。 
退会 を 希望 の も の は , 会 費 を 完納 の 上 , 本 会 に 申出 る こと と する 。 
会 費 を 藻 納 し た も の は 評議 員 会 の 決議 に よ つ て 除名 され る こと が あぁ る 。 
会 = 
本 会 の 経費 に は 会 員 の 会 費 及 び 寄 附 金 等 を あぁ て る 。 
正会員 の 会 費 は 年 額 500 円 と し , これ を 前 納 し な けれ ば な ら な い 。 特別 会 員 
の 会 費 は 年 額 5,000 円 と する 。 


役 員 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 
a. Ee 14 
Be Et 5 名 
評議 員 30 名 


会 長 は 本 会 を 代表 し , 会 務 を 堂 理 し , 総会 及び 評議 員 会 を 召集 する 。 
MRIRRE MEL, 会 長 事 故 あ る 時 は これ に 代 る 。 
評議 員 は 評議 員 会 を 組織 し , 本 会 の 運営 事項 を 協議 する 。 
会 長 , 幹事 及び 評議 員 は 正会員 中 より 坪 選 に よ ょ つて 選出 され る 。 
役員 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 (ALBEE AER RW 

会 合 : 
総会 は 毎年 1 回 これ を 開催 し , 本 会 の 基本 方 針 を 決定 する 。 総会 は 正会員 の 
10 分 の 1 以上 の 参加 を 以 て 成立 する 。 
評議 員 会 は 総会 の 決定 し た 基本 方 針 に 従い , 本 会 の 運営 事項 に つい て 協議 する 8 
会 務 幸 行 の た め 編 集 , 庶務 , 会 計 , 図書 , 行事 , 会 員 , その 他 に 関す る 委員 
会 を お く 。 各 委 員 長 は 評議 員 の 互選 に より , その 他 の 委員 は 各 委 員 長 の 推 基 
に より 会 長 が 委嘱 する 。 
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長野 県 下伊那 地方 の 超 塩 基 性 お ょ び 塩 基 性 岩 類 
Ultramafic and mafic rocks of Shimo-Ina district, Nagano Prefecture 


B Y 光 s (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract: The Sanbagawa, Mikabu metamorphics and the Chichibu 
Paleozoics are diatributed in this district. 

Green rocks occuring in the crystalline schist, are composed of massive 
green rock and the green intrusive rock (the Mikabu intrusive), which in- 
clude meta-diabase, meta-gabbro and amphibolite. 

Most of the ultramafic rocks concordantly intrude along the boundary 
between the massive green rock and the schist. They are mainly composed 
of dunite, banded diallage peridotite, diallage peridotite, fine-grained and 
coarse-grained gabbro, and are companied by gabbro pegmatite and albitite. 
Most of the ultramafic rocks are affected more or less by serpentinization 
and other metasomatic actions. Although these alterations are varied 
in different rocks, they are always characterized by the transformation 
of olivine to antigorite and of plagioclase to grossularite. Some gabbroic 
rocks are also altered into rodingite. Compared with the ordinary grossu- 
larite, the grossularite in these rocks has lower refraction indices (1.720-1. 
733) and smaller density (3.50) and lattice constant (11.88A). 

From the properties, it is considered that the grossularite probably 
inculdes the hydrogrossular molecules. 

LS, Agee = 
ZIP ORMIMENS, 以前 か ら 多 く の 人 に よ つ て 研究 され て きた が , 天竜 川 流域 の 
る の に つい て る も, 最近, FEY, HUY? ら に よ つ て 報告 され て いる 。 下伊那 地方 は 地質 環境 
も , 超 塩 基 性 岩 の 性 質 る も 非常 に は 良く それ ら と 類似 し て いる 。 HE, BS? は , この 附近 
の 概略 の 地質 を 報告 し た が , 筆者 は 引 続 い て 超 塩 基 性 岩 研究 の 一 環 と し て 研究 を 進め て き 
た 。 こ の 報 文 で は , 超 塩 基 性 岩 の 一 般 的 な 記載 の ほか に , 由 紋 岩 化 作用 , LUM RAOK 
PE Ab? a YY BOAMEO MER, お よび それ ら の 相 十 関係 等 に つい て 述べ る 。 
研究 に と 当 つて は , 石井 教授 , FR. 植田 両 助教 授 な ちら び に 八木 教授 の 御 指導 を 頂い た 。 


* 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 守 

1) + > BWR, 39, 233~241, 1955 

2) rH 5s ; HR, 40, 27~32, 1956 

3) 石井 清彦 , 植田 良夫 , 島津 光夫 ; AB 37, 123~130, 1953 


BBR DRS 


208 


1 FRR EH OMAR 


/ 
/ 


が 
‘ey 
ene 


キミ ニニ 
far 


= 


fee 
pie 


vA 


hi テテ 
$F 
Se 


ib 


Bike 


= 


BUG 
cE 3 


£ 


fe 及 


4 
K 


緑色 片岩 FE 


Ba 


Fo 


RN 


崖 の 境 界 を 
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こ ^ に 厚 で 謀 意 を 表わす es ee 
72, NBREGT ARC OW CLA ABM ho 2B. COMRBICEL iE 
用 の 一 部 は , MBSRBORAICEZLOCHSZZALEMBTSZ 


Il 周辺 の 地質 に つい て 
中 央 構造 線 を 境 に し て , 西側 は 領 察 帯 , KANE BINS LURID, 構造 線 に 治 
う 部 分 に は 鹿 塩 圧 砕 岩 が 分 布 す る 。 地質 構造 は , この 地域 の 中 央 に 広く 分 布 し て いる 緑色 
岩 の 西 側 と 東側 と で 著しい 違い が み ら れ , MRL < BAL, 緑色 岩 の 発達 も 著しい 6 
東側 は , 緑 色 岩 に 接する 部 分 が 援 乱 帯 と な つて いる が , ZOHO MIL, FRA 
ざ 水 平 の 部 分 も み ら れ , 東 に 行く に 従い 単調 な 西 傾斜 の 構造 と な つて いる 。 西側 は 三波 川 , 
御 荷 鍵 帯 に 相当 し , 黒色 片岩 , 線 色 片岩 , 夷 質 片岩 お よび それ ら を 買 く 緑色 納入 岩 か ら な 


A BRIE FESO a 4 y, ean WDE, ES, FAURE, Soe wipe on x y & 


か ら な つて いる が , 西部 の 釜 沢 附近 で は , HK, WARN SIVEHBKMO CWB 
MEAL, 日 向 休 , 鳥 倉山 に 発達 する 塊状 な 岩石 と , いわ ゆる 緑色 納入 岩 と が ある 。 
前 者 は 極め て 厚く , 一 般 に 塊状 で ある が , 部 分 的 に は 片 状 構造 が み ら れ , 一 部 に 火山 岩 と 
思わ れる も る の を 含ん で いる 。 Beit BUR 安康 附近 に 最も 良く 発達 し , 梨 原 附近 で 黒色 
Fath s, 日 向 休 で は 塊状 緑色 岩 を 買い て いる 関係 が み ら れ る 。 CONSUME, 変 
Ste, ARG ec, 関東 山地 り *) や 天竜 川 流域 や 8) で 報告 され て いる る の と 似 
THER CHS, 小島 OWIAMABABLALENS. 塊状 の 緑色 岩 の 性 質 は 明らか 
で な い が , 御 荷 色 引 入 岩 と 関係 の ある も の か る も 知れ な い 。 こ の 報 文 で 問題 と する 超 塩 基 性 
| BEL, 西側 の 部 分 に の み 限 られ て 分 布 し て いる 。 そ れ ら の 六 入 時 期 は , この 地域 で は 明 
ら か に する こと が で き な い が , 御 荷 鍵 貫 入 岩 より は 後期 の も の で あぁ る 。 

次 に 主 な 緑色 岩 の 岩 石 学 的 性 質 を 簡単 に 記す 。 

DSSS, DRAG CHRG F7AFYTHMERL, MOM EV -—y age 
APIGL RABE ROTH MAL, PMEG (2Vy =53°, cAZ=36°) また 
は , FI VHA (2Vy = 47°, CAZ=39°) で ある 。 一 部 で は , WAS AR ALIS BANC 
Wool YMRABL So VY VHEIAMERTBRLABNY}D. HEISE VR 
色 角 関 石 , ZPGSAMEtANKEU TWH tO, PAB AF TVALEUS 
MPEG BIS, 灰 緑色 で 片 麻 岩 状 組 織 を 示し , PREHIBAG (2Vy = 53°, CAZ=34°), 福 
色 角 関 石 (2Vy = 92°, cAZ=17°) お よび ソー シエラ イト 化し た 終 長 石 か ら な る 。 
変質 女 武 岩 は , 緑色 統 密 で 堪 間 組織 を 示し , PESTA (2Vy =53°, c 人 Z=38?), 
長 柱状 の 曹長 石 , 税 楠 石 の 仮 像 を な す 緑 泥 石 で , BEI MBHEG (2Vy =53°, c\ Z=37°) 
REE, BRA, 曹長 右 か ら な つて いる ぅ so 

Wl 板橋 岩 お よび 殆 惣 岩 類 に つい て 
a 導 状 お よび 岩石 学 的 性 質 ENDOW, 大 鹿 村 上 青木 , 入 沢井 , 上 村 程 野 の 岩 体 で 


? FER, VALI RH BG, 安康 等 に 蛇 紋 岩 の 小岩 体 が 分 布 し て いる 。 ERRAK 


RES; 地質 雑 , 48, 62~74, 1941 
藤本 治 義 , ALRSEeHE ; 地質 雑 , 49, 453~462, 1942 


yest > 前 出 
中 出 > ays 


斎藤 正 次 '; SGPO 1 地質 図 幅 三河 大 野 同 説明 書 , 1954 


210 BBE DER AR 


Se 


a 


の 蛇 紋 岩 が 緑色 岩 と 接し て いる が , HRT 
は 関係 が 不明 で あぁ る 。 岩 体 の 構成 は 上 青木 
岩 体 と 酷似 し て いる 。 程 野 岩 体 は , 安康 の 
南方 Skm に 位置 し , 中 央 構造 線 に 近接 し 
て いる 。 BAH CRRA BOREAS 
BEARS HREM 570, ペグ 
マタ イト 質 の 部 分 が か な り 多 い 。 SAAD 
肉眼 的 性 質 と 野外 で の 想 互 の 関係 は , (a) 
体 の VEGA, FRESH ls, 数 
m な いし 10 数 和 m の 厚 さ で , 層状 を な し , B 
者 に は KER CHO & AKA ADE a 
が 層状 に 挟 れ て いる 。 VAAL 
は 灰色 の 光沢 を も ち , 数 cm の 単位 に , A 
色 の 纏 状 斑点 が み ら れ る 。 RRB RARE 
岩 は 緑 黒色 で , すべ て 白色 の 締 を も ち , HE 
紋 岩 化 が Fv Mita k UBLYOOC, 両者 
の 境 が 著しい 。(b) BROBRAMBTAIS, 
BRC MURDERS RICH AN CW So 
(C) HES BEAR EIR CG, MERLE L Pex v 
HUE a Pic, HAAR aali RRA, HL 
AEA PCS ENS (d) HAE RRIS 
流 理 が 明か で な く , 不 均質 で 破砕 され , 変質 
L CORRE EAT o (C)BERBAT LIL} 
は , 2 へ ~ 数 cm Cie Cy v RBA AX, ロ 
ジン 岩 質 と な つて いる 。 (f) ASS EE 
Hie eC So FRIAR E 
BS —MASNICIET A, (g) = ツケ ル 
BLUME SA MAN A REGED (GE 
30~40cm) と , 鉄 染 状 の 含 鉛 磁 硫 鉄鉱 を 含 


OPI, 岩 体 内 で の 各 岩 石 の 関係 等 は 第 2 図 に 示し た 。 入 沢井 岩 体 は , 西 線 で は 鱗片 状 


| YVR (ABER) 2 keer eye 
YVR 3 RORRIGRCS 4 破 
FMGKED 2s 5 ADEE 6 KDRERE 


rt, 


At 


7 eH 


BE 8 片 理 9 境界 線 10 Rae 


。 みみ, CRIN EETL EA, SASK, 自然 銅 を 生じ て いる (上 青木 岩 体 ) 。 (h) 上 青木 , AR 
FRCS TC OPE AE Lo WS EATEN RGR ERT o 


1 Ria (4, I, 1D 


3 Bie BE + (SRA) + ((RERHE)) + (クロ ー ム 鉄 鉄 ) + (HB LFEBSTE)) 
ROAR FRR TBE - BRBETA] 上 SURG + (488878) + (クロ ー ム 鉄 鉄 ) + ( (He FEBETE)) 
SURGE BES] + SG + (AEE) + ( 角 図 石 ) + ((BRBKBE)) 


1) ASST Clk, BABRSK HAC SOB = 7 7 V-Gk(pentlan dite) 2 sexe EH 
= 7 VGK (niccolite) を 少量 含ん で いる 。 鉱物 決定 は 癒 木 助 才 授 の 御 援 助 を 頂い た 。 


2) 渡辺 万 次 郎 ; 地質 雑 , 23, 111~129, 1916 


“~~ alba 
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2 Phas 

RADE ERG + [AR G]] + (ABE SEBS) + (FF v BRBR)) 

RDRESERG a FER + +【[[ 斜 長石 ]] + (SBS) + (( チ タン 鉄鉱 )) 

BREA) TY FAIA bE AG): Feb. [[ 斜 長石 ]] … ソー シュ ライ ィ ト 化 , 
( ) 少量 , (( )) 極 く 少量 ; 
b @KMYOKE 

MiG AOR CHA VERIO RELEVOMS<, 一 般 に 波動 消 光 を 示す 。 Y=1.693 
~1.697, 2Va = 84°~86°(F,82~85), 

Heh 半 自 形 無名 で ABET SZ. 7 vRRES : 2Vy = 51°~55°, cAZ=39° 
~42°° RAR GHES : 2Vy =52°, cAZ=37°, BRASS : 2Vy = 55°, cAZ 
=40°, BE OLWMAMBAS £ UMASS EO ¥ Old, (110) 又は (100) に 平行 に 排列 
し た チタ ン 鉄 鉄 の 針 状 自 形 結 晶 を 含み , BY OVR UR RR ORGS HORRBOME & 
類似 し て いる 。 2Vy = 54°~56°, cAZ=40°~43°, AMAERRE : 2Vy = 51°~56°, 
CAZ=39°~43°, 各 岩 石 を 通じ て 2V OFFER ALN AW BARRE, ARE 
Wes LUARR AS POMAIL FDIC, BREE RISE ORE EMR 
YZFENSIOW Aig 

Rm YYMURRALE II 4 pRLUTU—-LHRR PREAH Als 7 o— LB 
鉄 を 少量 含む も の も ある が , BRAZBAKBD CS o MALDEN AIL — VCR EBS 
過ぎ な い 。 

な お , @MRARAME SE, BRAS, 交 石 角 関 石 岩 の 一 部 に は , 淡 褐 色 小 粒状 の 灰 
HEE FEO TW So 
c まとめ 上述 の 性 質 か ら ) ZNHEOBAIE 200 グル ー プ に 別け られ る 。1 つ ば ぱ タ ダン 
HE, @PREAIAMIES, AIRES CEALEL, 他 の 1 つ は 異 負 石 禁 橋 岩 , KURBE 
煽 岩 で ある 。 前 者 は 互 に 移 過 し , 共に 流 理 が 認め られ る 。 後者 は 成分 鉄 物 に 共通 性 が み ら 
れる 。 この 2 つの グル ー プ の 差異 は 後述 の 蛇 絞 岩 化 や 交代 作用 に も あら われ て いる 。 な 
お , 両者 の 導入 関係 は 十分 朋 ら か で な い が , 後者 が 先行 し た も の と 考え られ る 。 


TV 中 紋 岩 化 作 用 と 戸次 交代 用 に つい て 

= DER OPER IIL, 新鮮 な も の も ある が , 大 部 分 は 多少 の 蛇 紋 岩 化 作用 を 受け て い 
る 。 し か し , 破砕 作用 の 程度 は 比較 的 少く , 新 解 な も の か ら 蛇 紋 岩 え 移 過す る 関係 が か な 
9 り 人 道 跡 で きる 。 ま た , 蛇 紋 岩 化 作 用 に 密接 に 関連 し て , ARAOK AIA uve 
質 岩 の 生成 が 認め ちら れる 。 
a 破砕 作用 に つい て 皇 な 破砕 作用 は , 節理 面 に 沿っ た ブロ ツク 化 と , Ripa (LOLEA 
だ る も る の に み ら れ る 片 状 な いし 鱗片 状 の 破砕 で ある 。 飾 理 は , Pret AHURA ICe LM. RaR 
構造 に 略 平行 な も の と , それ に 交 双 する も の と の 二 方 向 に 顕著 で ある (第 3 図 )。 ダ ン 標 森 
岩 で は 特に 著しく , 分 理 面 に 略 平行 に , 細か な 割れ 目 が 無数 に 発達 し , 黒色 の 1mm ない 
し , 数 mm 幅 の アン チ ゴ ライ ト の 細 脈 に うめ られ て いる 。 そ し て , さら に その 周り に 漫 
EL TRAC, アン チ ゴ ライ ト 化 が 進ん で いる 。 COMBI Amt eh, MOM 


分 は 黄 緑色 片 状 ( 薬 片 状 ア ンチ ゴ ラ イ ト ) ERD, さら に ブロ ツク 化 が 助長 され て いる 。 


1) 移 健 一 ; 九 大 理研 報 , 3, 1~5, 1951 
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REA AMEAIS 完全 に REDAIEL, 規 周 
的 な 館 理 は 著しく な い 。 こ の 岩石 で は , 小さ な 
単位 の 締 目 に 沿 つ た 破砕 化 が 立 遍 的 で , 大きな 
単位 で は , 層状 な いし 鱗片 状 に 破砕 され て , BE 
面 が 濃緑 色 の 光沢 を も つた ERLE HOT 
る 。 鱗片 状 の 破砕 は , HEL CRO RCSL 
WA, 岩 体 の 内 部 に も 認め られ る 。 

b BHI LAR RALOBB ダン 横 枢 岩 と 
締 状 異 鉛 石 禁 要 岩 は 密接 な 関係 が ある が , BSL 
AlgRCE ls, それ ら と 一 応 独立 し , REDE (EO 
BRE % D7 NIEOCTOSo ¥ VRAIS BP 
で は , EPRRC TY FAT }ORMIRE 4 
E, Eno es Sor 7~F AZ FO 
細 脈 に よ つ て 切ら れ て いる 。 KERALA bt, 残 晶 を 僅か に 残し て , 大 部 分 が アン チ ゴ 
ライ ト に 交代 され る 。 比較 的 新鮮 な ダン 横 橋 岩 の 箇 理 に 伴 つ た 割れ目 を うめ る 細 脈 の 周 
り で は , ある 幅 だ け 科 要 岩 の アン チ ゴ ライ ト 化 が 進ん で いる 。 こ の 様 な 変化 と , SR | 
様 に アン チ ゴ ライ ト 化 する 変化 と の 関係 は , 十分 確 め る こと が で き な い が , 細 脈 の 周り の 
変化 は 副 次 的 な 変化 と 考え られ る 。 白斑 の 貫 を 持つ た も の で は , 斑点 の 部 分 が 無 定形 の 灰 
BAe, それ を と り ま さく MOA ME BHM TY FAFA PLD NSW) の 集 
合 に 変化 し , 一 部 は 本格 石 の 部 分 が ESBS (FE, 半 自 形 ~ 他 形 , cAZ=18°~22°, 
2Va = 80°~85°, MHP) の 集合 に な つて いる 。 LHS ZHI, 周り に 
せん い 状 の 淡 福 色 を 帯び た 角 関 石 ( 透 角 関 石 質 ?) を 生じ て いる 場合 が 多い 。 MA BEO 
な いも の で も , アン チ ゴ ライ ト 化 し た 仮 像 の 内 部 に , FARRER ORBAEAU TOSS 
この 様 な 関係 は , BEN TV I 4 CRED SEA DBM ENS, この 変化 は , RAR 
か ら 初 まる 概 構 石 の アン チ ゴ ライ ト / 化 が 或 る 程度 進ん だ 後に 生じ た も の と 考え られ る 。 
BTR PR AE aL, 新鮮 な ダン 標 要 岩 と 層状 を な する も の で さえ 完全 に 蛇 紋 岩 化 し , SIRE 
な も の は 全然 認め らち られ な い ( 第 8 図 )。 た ゞ し 上 石 は 完全 に 残存 し て いる 。 白斑 の 部 分 は ダ 
ン 標 棋 岩 の 場合 と 同様 で ある が , 本 楓 石 の 集合 は 引 延 ば さ れ て いる も の が 多く , WPS 
に よる 交代 も 進ん で いる 。 破砕 の 進ん だ 紋 岩 に は , せん い 状 の 温 石 綿 が 発達 し て いる 。 
FERS a CULT 78 ODS 72, 標 橋 石 は 完全 に アン チ ゴ ライ ト に 交代 され , さら に 
小片 状 の 矢 角 関 石 を 生じ て いる 。 異 制 石 は へ り に 淡 宰 色 角 関 石 , 透 角 関 石 を KERRI AE 
じ て い る が , 灯 粒 夷 煽 岩 の 場合 も これ と 同じ 関係 を 示し て いる 。 

C 蛇 紋 岩 中 の 次 禁 枯 種 互 に つい て (第 4 図 , IITVI) 前 述 し た 様 に , BE BIE 
緑色 を お び た 0.5~1mm の 白斑 が 貫目 を 作っ つて いる 。 鏡 下 で は , 無色 役 粒 の 等 方 性 の 結 品 
の 集合 で , 部 分 的 に 光学 異常 を 示し , 屈折 率 は 1.730 前 後 で , TCA OME FRU Tr 
る 。 ROMA ERT SOIL, FY VES FAS Re mm の 幅 の 白色 の 脈 に も 認め られ , ま 
た , REDUCE E S01 7ORRBE GRO ユー1.5cm OBES 734 MIR (第 6 BL), お よび 数 cm 
の 優 自 質 の パッ ツチ に も 認め られ る (第 7 図 )。 ペグ マタ イィ } や ペ ツ チ の 場合 は , PME 
め る 淡 礼 色 の ツ ス ヴェ 17F4S¢ AEORSHMBR LOMIA Fe nr eres 
b UEC CPG UZ LALA CWB 


Du: ¥ yee 


ly vittcs Ul Beis (Hepes) wll » v Bieeth oR 
IV heer 4 rh Sagan ie Rah OVKE RREAG VI ¥ v BE ee TARA 
OL : EG, : SERIA, Cr: 7a —29KGK, : GREK 
Ant eee b, Chl: f¥eaq, Gr : REI C, KPA A 
T : fA, TS 7 aay S28 
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第 35 図 Meebo se 第 6 図 MRAM ATR KSEE 7s 
$B CMR TTY 4b AVA T PEPOAIS 


> oes 


Dn: ¥ vie S: REDE L RAAB =D: RIG 
r: JRA Veo 7 ERT a it Cr: 7u—29ReK 


“OK Bt AO BPRS LUMI, BLUR LEA, それ に よる と 端 成分 (Gros- 
sularite) より 低い 値 を 示し て いる 。 この 原因 が 茸 毅 柄 樹 右 と 混 品 を な すこ と に よる か さ ど 
うか を 確 め る た め に , No.4 の 資料 に つい て , 単位 格子 胞 の 長 さ を 測定 し た 結果 , 11.88A 
の 値 が 得 られ た 。 


第 1 表 KBMM AOR 


n D a(A) 
No.1 YY hie oO Abe 1733 
No. 2 ithe Be Yee 1.724 
No. 3 pew 777 4b (1cm) 1.730 


No. 4 SEES 7 29172 BUS? F (10-m) 内 側 ( 白 ) 1.726 3.50 11.88 


外側 ( 宰 g)n, 1. 720 3.42 fener 
Cp 11.84 


X#R CuKke * yexL tc, (640) ORafm 20 ix 55°40’, (420) の 反射 の 26 は 33°43’ 
で ある か ら , 単位 格子 胞 の 稼 の 長 さ は 11.83(+0.01) A (BO A) で ある 。 
Gn CARRE cl er ee SO Se 
, PRMMGD SUBS LI OT, Hutton!) & が 記載 し て いる 様 に , hydrogro- 
A 二 合 む た め で は な いか と 考え られ る 。 普通 , KREME LAAN TOS 
も の に 水 を 含む も の が か な り 存 在 す る こと を , Yoder3) も 指摘 し て いる 。 な お , No.4 の 
資料 の 補色 部 の ヴェ スグ ヴイ アナ イト は , 灰 禁 栃 格 石 と 密接 に 伴い , 肉眼 的 に る, GER CY 
区 別 が 難し い が , 交 線 に よ つ て 測 呈 する と , 第 2 表 の 様 な 値 を 示し , ヴェ ス ヴ ァ アナ ィ 


* WREST 4 7B OX BGA Eo 

MS bo OO Wigan: IN, 4. bas. 73, WAU, WAS 
2) Pabst, A.; Am. Min., 27, 783~792, 1942 

3) Woke, Isl, Sop joe, (Geil, ks}, QL 3, 1a) 


CO 


ト で ある こと が 確 め られ た 。 
d ロジ メ 岩 質 岩 に つい て ダン 


2 a ; Aes 3 
BUS & URRBUE cia, Ec 第 2 表 ツェ ス ツ イ アナ イト の X 線 廻 折線 


述べ た 灰 療 橋 机 石化 し た BERR hk] d(A) I 
ペグ マタ イト の 他 に , HR OBIR ( 004) 2.959 WwW 
CAT nT TTA Pee ( 440) 2.754 VS 
む ロ ジン 岩 質 岩 が 生じ て いる 。 ( 600) 2.597 © 
(1) YR e hic BEER の ( 620) 2.460 M 
PER ERT E 3~4m の 灰 緑色 統 | 1.623 M 


FORROBEAC, 外側 に は 約 
10cm の 幅 に , 淡 褐 色 の ツェ ス ツ ィ アナ イト の 細 脈 が , 樹 枝 状 に 発達 し た 部 分 が 認め られ 
So BPC BAA, 不 規則 な 形 を し た 灰 栗 栃 樹 石 , 緑 泥 石 か ら な る 甘 地 を 淡紅 色 を 
MOTT = AT 4 THA PURBERW CWS Fn AV, THA } OH (Nz) 2 
で ある 。 (2) RRA VRE PICRAL RUZ HR lcm の 赤褐色 の 脈 が 発達 し て いる 
が , 周り は 2~3mm の 幅 で 灰 緑色 と な つて いる 。 GPCL 中 心 部 は 淡紅 色 の ヴェ ス ヴ 
ィ ア チ ティ イト の 集合 と 緑 泥 石 か ら な り , 外側 に は ヴェ スィ アナ イト が 少く , 赤 紫 色 の 屈折 
RORVEA BMAD) の 徴 料 と 細 桂 状 の 角 関 石 の 集合 が HEL TOS 72 RK 
メア ナイ ト の 届 折 率 (Nz) は 1.720 で あぁ る 。 同様 の 性 質 を 示す 径 20~30cm ORE 
色 塊 状 の 岩 右 も み ら れ る が , 産 状 は 明らか で な い 。 (3) REBUAILL ERE EE 
中 に は , 一 部 に 層状 に , ヴェ ス ヴ ィ アナ イト の 細 脈 を 含む 淡 青 緑色 な 岩石 を 産 し て いる 。 
これ は 緑色 の 蛇 紋 岩 と 薄く 証 層 し , KCI ERE RROMHE L, SOME SB 
BOT = ATA TFA SPERAZBROBAE SACS Fx AV 1 THA ORR 
wz (Nz) ix 1:715 GH Fo 

e RABE BOER LIRAILIER TEMA HO TK OAD OPEN, ver 
VARA OEL Coro LIER CE AWA, ERG LQ6, Turner! 5 が 指摘 し て い 
る 様 に , 智 長 右 の 右 灰 交代 作用 に よる も の で あろ うと 推定 され る 。 BROTH EO 
分 解 に よる と 考え る 人 も る いる が , この 岩石 で は 交 石 は 常に 安定 に 存在 し て いる の で , 他 か 
ら の 供給 を 姜 え る 必要 が ある 。 こ の 灰 磐 本橋 石 に 水 を 含む こと が 推定 され , また , Te RK 
Ty FA PRS ZEREPELBAZL, CORES KES Bec kot Tonk 
DOC, BAPE ORES bd. HRABOTYFAIZ4 Me Thin bRERUAILIEN LB 
ee a Oe 3 i SKE Vcik, Eye 
TRA 7 REIT DB PSPI OBA LV MLENTHZBOMSD So FUCMEM ALO UEDA 
ia or: 完全 に 透 角 図 石 に 交代 され , さら に その 周り を 緑 泥 石 が と りか こん で いる 。 
MD 箕 石 の アン チ ゴ ライ ト } 化 と 知 長 石 の 石灰 交代 作用 の 過程 で , 右 灰 や 水 
OAS etic, 相互 に 成分 の 移動 に よる 反応 が 行わ れ た こと を 示す も の と 思わ れる 。 BY 
nii i 


We Taraer, F. J. and Verhogen, J.: Igneous and metamorphic petrology. 
New York 488, 1951 
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ン 岩 は , GREY ORIEL ALI O 0 OX, 標 式 地 の Dun Mountain?) の る の に 類似 
し いて る が , ヴェ ス ヴ ィ アナ イト が 多い の が 特徴 で ある 。 な お , SBI CAH” BN 
生 山 附近 で ロジ ン 岩 を 報告 し て いる 。 鈴木 は ロジ ン 岩 の 成因 を 塩基 性 優 自 質 岩 の 石灰 交 
代 作 用 に よる と 述べ て いる が , この 地域 の も の る 同様 の 成因 で , 主 に 原 岩 の 和 斜 長石 が 交代 
SH CREEL 2 AV, アナ イト を 生じ た も の と 考え られ る 。 ここ で は 交代 され 
た 岩石 の 性 質 は 明らか で な い が , 残 品 や る も と の 組織 か ら 判 断 す る と , WS ¢ MAES 
は 斑 煽 岩 ペ グマ タイ ト で あろ うと 考え られ る 。 

f まとめ 距 紋 岩 化 作用 を 破砕 化 以 前 と 以後 の こつ の 段階 に 別け て 取扱 うこ と は , 既に 
斎藤 や, BD, 木崎 5) ら に よ つ て 強調 され , 構造 運動 と の 関連 が と りあ ぁ あげ られ て いる 。 この 地 
ROBES (EK) の 蛇 紋 岩 化 作用 は , PRB OMMA 6 ME DT YF AAA Mh AR 
OV] BiB AE, ロジ ン 岩 化 な どの 一 連 の 変化 に みち られ る 様 に , BOKDVEAIN ZERO 
(WEARER RA LBAGLH, 破砕 化 作 用 より る も , 温度 条件 や 残留 深 液 の 作用 が 大 き な 要 
素 と な つて いる 。 こ の 様 な 変化 に 引 続 い て , あぁ あるいは 同時 に , 節理 お よび それ に 平行 な 細 
か い 割 目 に 治 つ た アン チ ゴ ライ ト } 脈 の 生成 と , 脈 か ら 周 囲 え 浸 澤 し た 様 な 形 で の アァ ンチ ゴ 
ライ ト 化 が 行わ れ て いる 。 以上 の 変化 が , 岩 体 に 一 様 に お よん で いる の に 対し , BRO 
TRICE LO 角 春 状 な いし 鱗片 状 の 破砕 化 と , それ に 伴う 薬 片 状 の アンチ ゴ ラ イ ト の 生成 
は , OC, 前 の 作用 と は 不 連 続 で , 性 質 の 上 で る も 違 つ た 作用 で は な いか と 考え られ 
る 。 すなわち , 破砕 化 作 用 ( 固 結 後 の 岩 体 の 移動 に 伴う ) が 主 な 原因 で な いか と BREN 
So BR AMBBOBAIL, EAL EBV, 破砕 化 る 著しく , EROTMOORMt+ RS 
る こと が 難 か し い o , 
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The minute radioactive minerals of the Gyoja-yama 
granite, Kyoto Prefecture* 


& #8 — —.(Ichikazu Hayase)** 

i 44 34 (Tokudé Tsutsumi)** 
Abstract: Radioactive minute mineals of the Gyoja-yama granite 
were studied with nuclear emulsion. Zircon, monazite, xenotime and 
thorite were found as the origin of alpha radiations. The former two 
minerals were very abundant in this granite mass, especially in the contact 
zone. Generally, the minor minerals are more radioactive than the larger 
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The zonal radioactive heterogeneity is obvious from the alpha track 
distribution and from the optical property of one minute zircon crystal. 
This fact, we consider, may suggest the Cg of the radioactive material 
depositing in granite. 
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FAD A SS FA ALPE BC GABE ARV CR DN AE BRI, 南端 に 大 谷 鉱 山 を 控え ; 
古く か ら 多 く の 人 に よっ つて 研究 され て いる 。 HIG TEBE PORE BAM DOL 
い 役 料 放 射 性 録 物 が 存在 する こと は , 早く か ら 明 ら か に され て いる 。 従来 岩 体 の 放射 能 
の 測定 は 種々 の 方 法 * CHEN CSM, Nd BAMIZE HHO IY Y ARIES 
HOT, その 根源 で あぁ る 録 物 六 何で ある か に つい て は 明らか で な く , これ は よく オー トラ 
ジオ ォ グ ラフ の み が 解 決する と ころ で ある *)。 SHE, LOTERMEHO Boho 
び 岩 体 中 に 於 ける それ ら の 分 布 を 明らか に し 得 た の で , その 概略 を 報告 する 。 勿論 こ れ ら 
の 研究 結果 は , 他 の 花 賠 岩 の そ れ と 比較 対照 し て , 今後 更に 検討 し 発展 させ た い 。 本 研究 
に 御 指 導 復 縮 捧 賜 つ た 春 本 教授 に 深く 調 意 を 表す る 。 な お 調査 に は 文部 省 科 学研 究 費 を 
使 つ た 。 こ ゝ に 御礼 申述 べ る 。 
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この 花 局 岩 体 は 北方 及び 西方 に 於 て 古 生 層 に 接し , 東南 方 は 新生 困 に よ ょ つて 覆 わ れる 。 
AC, 普通 の 黒雲 母 花 届 岩 で , 行者 山 を 中 心 と し て , 北部 及び 東部 斜 画 に 好 霞 頭 が あ 
る が 風化 し て いる と ころ が 多い 。 一 見 医 る 均質 で あぁ つて , WARUAS ELUM ABI 
を 見 る 以外 岩 脈 は な く , 特に ペグ マタ イト } 脈 は 殆ど 認め ちら れ な い 。 HABE ORR AIS, 
FARE 72% OMT MN DY, 岩 体 周縁 部 で は 生々 石英 粒 が 大 きく , 斑 状 で あり , WHER 
HOC, 直径 数 畑 の 黒雲 母 塊 を 認め る こと が 出来 る 。 

花 賠 岩 を 鏡 下 に 見 る と , AH FRA ERA, 黒雲 母 が 主 な る の で , SRK A 
岩 体 に 豆 り 累 帯 構造 が 著しい 。 黒 雲母 が 一 部 緑 泥 右 化す る も の が ぁ る 以外 は , SARA 
は 新鮮 で ある 。 黒 雲母 中 の 多 色 性 ハロ の 中 心 と な る 釣 物 は , 無色 透明 乃至 黄 褐色 半 透 明 の 
も の で , 高い 考 渋 色 を 示し , MAK, 長石 中 に る 屈折 率 の 大 きい 微 米 鍼 物 を 展 々 発見 する こ 
と が 出来 る 。 BHEBCHMERERLOC, 北方 境界 附近 で は 略 々 東西 の 走向 を 示し , 
北 に 急 角 度 で 傾斜 する が , これ は SOE MADHAIK LALO, 松下 教授 の 保 津 川 示 
S48) の 延長 上 に 来る で あろ 3。 同様 の 構造 は , AGREE, FD ELE ich ba 
る と ころ で ある 。 古 生 層 が 花 賜 岩 と 接する と ころ で は , ホル ンマ フェ ルス 化し て , 更に 石英 
細 脈 が 入り 特に 北方 接触 部 で は 幅 約 50cm の 花 答 岩 質 岩 脈 に よ つ て 貫 か れる と ころ が 見 ら 
れる が , 全体 的 に は あぁ まり 著しい 影 絡 は 受け て いな い 。 BACALL OAc 4 OAR 
の た め 雷 頭 は 殆ど み ら れ ず , 山 項 の 転石 に より 大 体 を 推 唐 され る に すぎ な い 。 ホル ン フ ェ エ 
ルス を 鏡 下 で 見 る と , 石英 脈 が 多く , 黒雲 母 の 微細 な 結 品 が 密集 する の が 認め られ る 。 


1) 本 間 不 三男 ; ANNIE, 393, 1930 
2) Hatsuda, Z.; Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., Ser. B, 12, 1~18, 1936 
3) Hée, M. A., Derville, R. P. & Jarovoy, M.; Amer. Jour. Sci., 252, 736~ 


S 744, 1954 


4) 松下 進 ; vesesy, 14, 1954 
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3 岩 互 薄 片 の オー トラ ジオ グラ フ 
花 韻 岩 各 部 を 代表 する と 思わ れる 試料 に つい て , BE EE REE LI LOC BRE 
鉄 物 を 調べ た 。 BRS HEE OBA RES A STG LAR 28 日 間 と し , 現像 し た 整 
板 は 鏡 下 で メカ = カルス テー ジ を 用 いて , RC REL, © 1970 BRED ODE 
調べ た 。 これ ら は 概ね , それ ぞ れ の 放射 能 中 心 。 即 も 谷 物 の 位置 を 示す る の で あり , 一 
の 薄 片 中 の 数 を 第 表 に 示す (第 1 図 参照 ) 。 一 枚 の 岩石 薄 片 と いう 限ら れ た 試 疾 中 の 放射 
能 で ある の で , 同一 試料 の 薄 片 に つい て も 多少 の 差異 が 認め られ る こと は ある が , BORE 
強度 の 一 般 的 な 協 勢 を 知る に は 十分 で ある 。 検 鏡 は 東 板 と 岩石 薄 片 と を 重ね あわ せ て , ト 
ラック の 位置 と それ に 対応 する 鉄 物 を みる 。 放射 性 微粒 鉱物 は , HERAT A % OH ¢ Ue 
いで 鞭 神 色 で 濃淡 種々 様々 の , 透明 乃至 半 透 明 鉄 物 が み ら れ , 稀 に 黒色 不透明 の る の る も あ 
So これら は 黒雲 母 の 中 に , し か も その 周縁 部 に 多く 存在 し 更に 石英 , 長大 中 に も か な 
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9 り 見 る に と が 出来 る 9 光学 性 より 大 部 分 は ジル コン , EF XB, トー ライ に 相当 する る 
の で ある こと が 知ら れる 。 倍率 を あげ て 鉄 物 の 面積 を 測り , 次 に 乾板 に つい て 各 然 物 の & 
トラ ツク の 青 及び その 長 さ の 分 布 を 調べ た 。 ト ラ ツ ク が 窒 集 し て , RERU OMY 
OE, 別に 7 日 間 の 赴 出 の も の を 用 いた 。 各地 点 (第 1 図 番 号 ) の 試料 に つい て , BHI 
Ta) の 分 布 を 第 1 表 に 示す 。 RCT BY LSE OHA To YT BORIS 
次 の 如く で あぁ る 。 


0 0S Zircon, allanite, sphene; Ta 0.6+2.0 ...-. Zircon ; 
OO ees Monazite; Ta S00 Fergusonite ; Ta Oe 
BO Thorite 


SNOB CBNIECORRTASD &, 微粒 鉄 物 の 範囲 で は 小粒 の も の が Ta の 大 き な 値 


第 ! R 
pape ROEDER | Gal AU B CDRS 
1 6 34 2 jel aes 
2 7 35 4 1 
4 3 | 36 | 101 4 
* 5 9 | 37 2 1 
6 | 59 (es 15 Nae Oeil 30 9 nae Se | 
fee Uap os ie gy | 40 3 2 | 
‘* 8 | 13 6! 12 | 41 77 ils a le 
AE AEs ee a le Sal ee 420 1 11 ites 
10 | 10 pees ee Bet 43 1 | 
in 6 Does West | > 44 5h Nee Te aor alee 
12 | 16 2 yal Ns | 45a 1 1 2 
N30 7 ae lates a | 45) | 2 a 
*14 1 46 5 
16} 9 Cee? “wlina 47 8| ister ss 
#07 |. 7 i | “eo | 7 4/3] 1 
18 8 Tit. 8 50 | 1 ean 
19 Dia 1 5la 2 Sele i) 
20 6 51b | | | 1 
gi | A ie 52 3 | 
93 | 6 | 5-18 
| | 
25 2 1 54 1 
27 3 55 0 
29 1 1 | 56 2 | 
gi 10 St 57 1 
32 6 1 hea 58 Te 
33 4 | | 59 | 6 | 


) = は ホル ン フ ェ エル ス (2) #8 T@ を 測定 し た 個数 が , 分 布 数 より 多い の は , Ship 
が ーー 個所 に 密集 する た めで ある 。 (3) a, b と ある の は , 同一 地点 の 試料 で a が 1b 
り 周 緑 部 で ある こと を 示す 。 (4) 鉄 物 の 形 が 不鮮明 な も の は < ぐ の 測定 が 出来 な 
が きのう な る の の 中 に 閉 し そる 踊 どど 大 の は な か つた 5 
A; eRe, B; 放射 能 然 物 分 布 数 , C; Ta 0.1~0.5, D; Ta 0602.0, 
00 G3 Te 10.1% 


1) Shen Ee £ AD Lem? 当り に 出る © MPH 
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を 示す 傾向 が 見 られ る (第 2 表 )。 ハロ の 幅 は 354 ~40H の も の が 多く , 1FVIOR 
& 30K 以上 の も の が 相当 ある の で , ThC に よる も の と 思わ れ , Th に 富み U D Hee 
的 少 い 鉄 物 が 多い こと を 物語 る も の で ある 。 

ホル ン フ ェ ル ス に つい て 見 る と , 黒雲 母 の 密集 する 隙間 に 放射 能 中 心 が 集 る が , 一 般 に 
花 答 岩 に 比べ , 鉄 物 が 著しく 小さ く 丸 み を お び た も の が 数 個 集 中 する の が 特徴 で , LOR 
な も の で は , 薄 片 中 の 位置 , 及び 面積 を 測る こと が むず か し く , 従 て 放射 能 の 強度 を 測定 
する こと が 困難 で ある 。 た だ 周囲 の 黒雲 母 に ハロ を 生 ぜ し め て いる 無色 透明 ジル コン 欄 
SNOW Ch Sac — fl T を 測定 し 得 た に すぎ な い 。 以上 の 結果 を みる と , TER Bch 
の 役 粒 放射 能 鉄 物 は 岩 体 周縁 に 多く , 且 強 度 の 生々 大 きい も の が 分 布 す る 傾向 が あり , kK 
ルン フェ ルス で は 急激 に 低下 する 。 これ は 従来 の 接触 帯 の 放射 秀 測定 の 結果 と る 一 致す 
る も の で ある 。 南方 大 谷 録 山 附 近 に 生 々 強い る も の が あぁ る の は KROL EIT RAS D 
る も の と 忠 わ れ , 西方 境界 で は つき り し た 傾向 が 出 な い の は , 露頭 が よく な い 為 で ある 。 


4 放射 能 鉱物 

WT ROBBERS, 頭 役 鏡 下 の み で は , 多く の 場合 その 何で ある か を 決定 する 
EDA CH So RAWO LO CY, 測定 し 得る の は 光学 性 の み で ある 。 こ れ ら の 錠 物 
を 決定 する た めい に , 花 賠 岩 を 65 の VC 重 液 に より 分 離し , 双 ・ 
HRSEBES © FA CHI Teo 特に この 場合 花 賠 岩 の 風 化し た 砂 か ら は 美 品 が 得 ら れる 。 HB, 
A, 屈折 率 , NaF 球 に よる 融 光 反応 , 溶融 の 難易 ミク ロケ ミ カル テス スト BBE Leis 
大 部 分 ジジ VAY RU €FRAGCASZO と が 判 つ た 。 その 他 ゼ ノ タ ィ ム が わずか に 
み へら れ る 場合 が あり , 二 次 鉄 物 に つい て も 尚 問題 を 含む の で 今後 更に 検討 を 加え た い 9。 
重 鉄 物 中 の ジル コン , モナ ズ 石 に つい て , その 量 を 三 段 階 に 区 分 し 第 3 表 に 示し 。 ae 
し た 光学 性 の 一 部 を 附 記 し た (第 1 図 参照 ) 。 


5 放射 能 分 布 の 不 辿 一 性 — と くに ジル コン に 就 て 

落語 中 の 柱状 ジル コン の さ で ト ラ ツ ク の 分 布 を 観 付 第 2 図 
する と 著しく 不 均 一 で ある の が 認め られ る 場合 が あ 
So CORBET = IVORC, ジル コン 特 
有 の 高い 干渉 を 示す 部 分 と , 低く て 灰色 , 場合 に よ 
つて 人 等 方 性 に 近い 部 分 が あぁ つて , 後者 が 結 品 中 に 点 
在 し , Rik, 昧 帯状 に 周 陸 を と り ま く 場 合 が ある 。 
そし て «トラ ツク の 分 布 は FRAO MBA IC 褒 
で あぁ る の が 知ら れ た (第 2 図 ) 。 な ほ 多 色 性 ハロ る , 
この 部 分 が 強い こと を 示し て いる 。 こ れ は 一 粒 の 結 
He PVC 放射 能 物 質 が 累 帯 状 に 濃淡 の ある こと を 未 700 

し , HVC IMEC RBS RED MBA OH Bx Lik, TER BERT 囲ま れ た 部 分 は PROS 
岩 中 の ジル コン が 成長 の 後期 の も の ほど 放射 性 物質 還る 馬 ぐ 所 な 克 で いる て 


1) Siow ClO Th/U 比 を 出し た いと 療 え て いる 。 

2) FURR > Am, 29, 1943 

9) PAM, 粉末 を 通じ て この 地方 に は , BIREMBD SNAWOW HT LIL, 大 
文字 出 に 比べ 特異 な こと で ある 。 
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Sinn 25004? 以下 67002 以上 の も の は 省 い た 。 こ の よう な も の は 少 い 。 


* No. 32 中 の 黒色 不透明 の 二 次 鉄 物 。 
** 大 谷 録 山 附 近 モ ナ ズ 石 (第 3 表 参照 ) 。 


の 演 濾 を 増し て 来る こと を 物語 る も る の で あろ 3 う 3。 
ペグ マタ イト 中 の ジル コン に つい て の この 様 な 事実 は 既に von Buttlar, Houter- 
mans!) 東 に Larsen?) 符 に より 研究 され て お り , 花 局 岩 中 の ジル コン の 不 均 一 性 に つい 


1) Buttlar, H. V., Houtermans, F. G.; Geochim. Cosmochim. Acta, 2, 43~ 


61, 1951 
2) Larsen, S. J., Waring C. L., & Berman, J.; Am. Min., 38, 1118~1125, 


1953 


222 2. De RS 
eo ae 
AR eS Yate Sasa eee その 他 の 7 BHM 
dial + scheelite 
cassiterite 
3 hornblende 
無色 透明 長 柱状 anatase 
15 +++ +++ 
No=1.934 {Neel adi 
ta, Veta, wehA Ne=1.841 
Be, Hee 
22 ++ + 
garnet N=1.880 
無色 , tat 
+ + 
24 (32,8) anatase 
26 ~+ + 36 
ABAD a 
無色 の も の ( 多 SABE 
ABO % D ( 少 
28 ++ +++ 
(大 型 美 品 ) xenotime ( 少 ) 
赤 公 斑点 を 有 
30 トイ die 
無色 透明 Be fae A 
‘a sa fa7RRG i garnet 
45 (無色 (小結 晶 ) ++. (大 型 美 品 ) scheelite 
5 PAE (FER) 帯 緑 黄 褐 透明 cassiterite 
(褐色 Ng=1.846 (Np=2.005) 
No=1,934~ 1,935, ) Np=1.795 pyrite 
Ne= 2.003 ‘ anatase _ 
KR (muscovite) 
Ng=1.841~42 (biotite) 
Np=1.791~93 
49 i age 
(1) + は 重 鉱 物 中 を 占め る 量 の 多少 を 示す 。 (2) MAPROW ZARA, THOM 
を 用 いた (Hutton)。 (3) NaF 球 此 光 反応 は ジル コン より モナ ズ 石 の 方 が 強い 。 類 


BS ZY CPT AAR CHS, ジル コン に 比 し 著しく 類 け 易い 。 


(4) Scheclite, cassiterite は ミク ロケ ミカ ル テ ス ト で 決定 じ た 。 
すべ て 完全 な 結晶 を 示し , 次 の 三 利 
ralogy, 6th edit., 1868 に よる)。 

a) 111, 100 KUuRBZIO (KH 


b) 111, 311, 100 より な る も の 

c) 101, 111, 311, 100, 110 EHAZwO 
(6) SF AAOKALRS 500k 以下 で 特徴 ある 封筒 状 結晶 を な し , 101, 110, 100, 
101, 021 より な る も の 一 種 で ある 。 


(8) Yate 


ESEDRGN XM 7e (Dana ; A System of Mine- 
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て は 上 既に 筆者 の 一 人 り が 述べ た と ころ で ある 。 
黒雲 母 中 の 多 色 性 ハロ で 和 柱状 ジラ ルコ ン の 両端 に の み ハ ロ の 発達 を みる こと が ある が , か 
か る 例 は , 非 放射 性 ジル コン の 外側 部 で , 放射 性 物質 に 富ん だ 部 分 が 特に 両端 に の み 生 長 
し た 場合 で ある 。 
6 要 約 

FS LES HO BH BER ds EF ZBRUY VIAYRERYOCHSO 
ES RESISTED RCS, 且 強 いる の が ある 。 

ホホ ルン フェ ルス 中 に る も る 弱い も の が ある 。 

谷 鉄山 附近 の も の は 鉱 化 作用 と 関係 が ある らし い 。 

懲 粒 鉄 物 で は 鉄 物 の 小さ いも の が 放射 能 が 強い こと が 多い 。 

ジル コン に 於 て 著しい 放射 能 の 不 均 一 が 認め ちら れる 場合 が ある 。 
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Unmixing textures of the ores from the Daira mine, 
Akita Prefecture. 


i A # £ (Asahiko Sugaki)** 
FH 代 A&R — (Chuichi Tashiro)** 


Abstract: Under the microscope, some unmixing intergrowths are 
found in chalcopyrite and sphalerite from the Daira mine, Akita Prefecture, 
which is working on the zinc and lead veins filling up the fissures in the 
Tertiary tuff and mudstone. They show the textures as follows; 

1) Lamellar and drop-like crystals of pyrrhotite in chalcopyrite. 

) Skeletal crystals of sphalerite in chalcopyrite. 
) Emulsoidal crystals of chalcopyrite in sphalerile. 
) Lamellar and fine drop-like cubanite in emulsoidal chalcopyrite 


mB Wh 


in sphalerite. 
5) Emulsoidal chalcopyrite in skeletal crystals of sphalerite in chalco- 


pyrite. 
From the assemblages of minerals and the results of the thermal 


experiments, these intergrowths are belived to have been formed by unmix- 
ing of solid solutions produced at high temperatures. Therefore, a part 
of the ore veins of the Daira mine may be said to have been formed at high 
temperatures. 

Fe oe 
SKA GRIPE SIE & UOT ICT Tig, 1) HaMekehO TERT REE 


1) I. Hayase; Mineral. Jour., 1, 147~159, 1954 
* 195646 2 月 17 a SKLAR IC C aR 
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鉄鉱 , 2) 黄銅 鉄 中 の 関 亜鉛 鉄骨 品 , 3) 関 亜鉛 鉄 中 に お ける 懸 滴 状 黄銅 鉱 内 の キネ キュー バ 鉄 
薬 片 等 固溶体 の 離 深 産物 と 思わ れる 共生 体 が 見 出さ れる 。 これ らち の 離 薄 共生 は 普通 接触 
交代 讐 床や 深 乃 至 中 熱 水 鉱床 等 比較 的 高温 の 生成 と 考え られ る 鉱床 より 産 し , また これ ら 
の 共生 に 関す る 加熱 実験 の 結果 も この 事柄 を 実証 し て いる 。 若 し 今 この 事実 を 認め る な 
bi, 太良 鉱床 の 生成 温度 は , 従来 考え られ て い Seine ato 歩 な くど びそ の = 
部 は 減 成 高温 の 状態 を 考え な けれ ば な ら な い 。 その 認識 は RACHA = AK OA 
EE の 様 な 見 地 か ら AR SLES 
の 離 深 共生 に つい て 報告 する 。 


鉱 BO #F 状 

太良 鉱床 り は 第 三 紀 中 新 世 の 緑色 凝灰岩 , 一 部 硬質 黒色 頁岩 を 母 岩 と せる BARE 
BRC, BOHRGAGK, WEAGKE ELL, CNH, 黄 鉄 鉄 を 伴 な うほ か 脈 石 鉄 物 と し て 石 
英 , 方 解 石 , 葵 マン ガン 鉄 及び 僅 量 の 緑 泥 石 等 を 産 す る 。 母 岩 は 普通 鉄 脈 の 附近 で 東 化 を 
FEO CW AlED— EB 14 号 負 下 部 で は 細 脈 状 の 絹 圭 母 様 粘土 の 発達 が み ら れ る 。 

鉱石 鉄 物 の うち 関 醒 鉛 鉱 は 鉱脈 の 纏 状 構造 中 外側 に 普通 産 し , 時 に 方 鉛 鉱 或 は 黄銅 鉄 と 
組合 つて 塊状 を 呈す る が , ER ユ 1~2cm 大 の o, a 及び d 等 の 面 の 発達 する 美 品 と し て 
産 す る 。 反 射 頸 微 鏡 下 で 隊 亜 鉛 鉄 は 塊状 の 黄銅 鉱 及び 方 鉛 鉄 と 滑 か な 午 線 で 接し あう が , 
一 部 は 黄 鉛 鉄 の 細 脈 に て 引 ぬ か れる 一 方 黄銅 鉄 中 に 交代 さ れ た 島 状 と し て 産 す る 。 ま た , 
他 の 一 部 の も の は 石英 に と も な つて 逆 に 黄銅 鉄 を 切っ つて いる 。 

方 鉛 鉱 は 前 者 と 共に 産出 鉱物 中 主要 な も る ので, RROLANCBW CACHES <, 度 
R 1!~3cm 大 の a RU oc 面 の 発達 せる 結 品 集合 体 と し て 産 す る 。 こ れ は 時 に 関 重 鉛 鉄 及 
び 黄 鉛 鉄 を 伴 な い , SAIR PES ROARMI CAB i, 鏡 下 で は 上 記 両 鉄 物 と 相 接 し て 産 
する ほか この 両 鉱 物 及 び 黄 鉄鉱 等 の 接合 部 の 境界 に 沿っ て 小 塊状 , 滴 状 或 は 細 脈 と し て 存 
する 。 この 方 鈴 鉄 は 含 銀 方 鉛 鉄 で NR 1000g/t 内 外 に 達する こと る も HCH 
く , 高僧 率 の 顕微 鏡 下 で HNO,(1: 1) に 犯さ れ な い 灰 白色 微 冬 状 の 鉱物 が 認め られ る 場 
合 が ある 。 SBRKUDRAR DAR, eae 

RM LDR TS 度々 関 亜鉛 鉄 と 共存 し 普遍 的 に 存する が , MEMCIHBMICB 
いて 発達 よく 下部 で 減少 する 傾向 が ある 。 TASTE CASK, JRA BISBE FOR OREDEGR GK 
を 含み , KON+H Oy 12k SARIS 工 片 状 # ま た は 栓 片 双 品 状 等 多々 複雑 な RR 
る 。 


1) PRES, 福本 博美 地質 雑 , 55, 141~142, 1949. ARES; 地 調 月 報 , 1, 
194~199, 1950, 地 調 報告 , No. 143, 11~16, 1951. $RERBA ; 東北 大 岩 磯 卒論 1953, 
鉄山 地質 , 4, 42, 1954. 


; 第 1 図 の 説明 
A, B; 黄銅 鉄 (RE) POPES Bd (REC) x380, C; 黄銅 鉱 (淡色) 中 の 


WER TE GH Ok (mE) x380, D; 黄銅 鉄 (VERE) 中 の 島 状 磁 硫 鉄 鉄 (淡色 ) Ruse 
APA HE PAS (MERE) x380, Es Saag (CG) 中 の 滴 状 磁 硫 鉄 伏 (淡色 ) x 330, 


黄銅 鉄 ( 灰 色 ) 中 の 薬 片 状 磁 硫 鉄 鉄 (淡色 ) x330, G; BER RAB (IRF) ch COIR 
BUAGA (VAC) x380, Hi; Deekek (IKE) eh OBIE SAO (MEIC) x330. 
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BBM ELLE CASM, BRAMMER POMOC FE 5 Ed Bea BS PALMS 
TE 6M ARO CHET So 
Bit, HG, Bev HY KEORBBBIBREARO PRAMICH LCE mld xe 
を な す 。 その うち 石英 は 長 さ 5~10cm に 達する 三角 柱状 を 呈し, 時 に 肉眼 的 な 液体 包 裏 
物 を 有する 。 石英 の 一 部 を 除き これ ら 脈 石 鉄 物 は その 産 状 よ り AMD RSM aH £ 
り 別 期 の 生成 物 で 金属 鉄 物 を 明か に 細 脈 状 に 貫 ぬく も の る も 稀 で な い 。 FERHHAMO 
卓 出 順 序 を 示せ ば 第 2 図 の 様 で ある 。 
第 2 図 Fae Ot HIE 


o 
6% tri SK Bh pie ek 
B 鉄 ih i 
fA £2 $6 2h a 
gs gh Gf 


Ee 


BE GT 共 生 

上 記 の 了 関 亜 鉛 鉄 , 黄 鋼 鉱 及び 黄 鉄鉱 等 を 反射 頭 役 鏡 下 に 検 す れ ば 以下 述べ る 様 な 高温 性 
と 考え られ る 離 深 共生 が みとめ られ る サリ 。 

BPM PORREAM BREE WASTE CMA PIC RPM Hs PIERO BARA’ 
れる 。 LOPdalst HH 1M OM SP > MIRO OD 5 MHAMOFPEZWAMK RAH 
BK ia CHEZ OSLORBHY, その 大 き さ る も 1-64 大 の も の か ら 15~20k Fz 50k 
に 達する 大 形 の も の まで 一 定 し な い が , 大 形 の も の は 概して 不 規則 形 或 は 不 完全 性 状 を 旦 
する 。 Bins 1 へ 6g 大 で , 十字 形 を 呈す る も の , 四辺 形 の 輪 廊 を 有 し , 度々 その 
Rit LY 4 方 に 射出 する も の , 或 は 単に 1 点 よ り 3 方 向 3 叉 状 に 射出 する も の 等 で ある が , 
その 多く は 4 回 或 は 3 回 対称 を 示し , 且つ 黄銅 鉄 の 同一 面 内 で は 同一 形状 を 量 す る 。 こ れ 
DOME DEO BUR BAS WS ¢ 黄銅 鍼 の (100), (001) Bes (111) 等 の 方 向 に 沿っ 
て 関 亜鉛 鉄 が 固 深 体 よ り 析 出し た 結果 生じ た も の と 推察 され る “。 な お この ほか 関 亜鉛 久 
骸 品 は 展 々 黄銅 鉄 粒 の 境界 に 沿 つ て 現 出す る 場合 が あぁ る 。 黄銅 鉄 中 に お ける 25 Ba 
の 分 布 は 均一 で な く 場 所 に より 箱 々 著しく 異な る 。 

Eid © BES SK O PLA EA BA a & 電気 訪中 で MMBAT AIT, 既報 3 の 如く , 400°C, 24 


1) betas te 供し た 試料 は 主として 14-E SH (ESSt E 0 -90msts C), 一 部 
fil, 2CORGIRU 300 RGRPED % OCH So 

Gruner, J. W.; Am. Min., 14, 470~481, 1927 

BARE, 田代 忠一 , 林 高 朗 ; am, 40, 12~21, 1956 


15 


ac 


AD Duh VE eC 227, 


hrs. HACIA EBAOAIUIA BN AWA, 425°C, 24hrs. MeBHEL D wR 
か な が ら 黄 鉛 鉄 中 に 吸収 し 始め られ , 450°C, 24hrs. MBC w ze) ONAL CRE 
の 減少 が 目立ち , 更に 480°C, 24hrs. で は 大 半 消 失 し て 僅か 残存 する 程度 と な り , 500°C, 


48hrs. 加熱 で 骸 品 は 完全 に 吸収 され て 見 えな ぐ な つて し ま 3。 


RPO MGR HIRES HE BGK ICA 1 図 E の 様 な 関 重 鈴 鍼 の 小 滴 や 
虫 状 の も の が み ら れ る 。 小 滴 状 の も の は 大 き さ 3 へ ~6k で , その 分 布 は 不 均 一 で 部 分 的 に 
第 3 図 限ら れ て 散在 し , 一 方 息 状 の も の は 長 さ 
180~20Cg, 市 LO~20u で ゃ > 不 規 則 な 
形 を な し . SEV RBIS DRL SELB 
つて み ら れ , BBL EBA EM 
状 組織 を 呈す る 。 この 小 滴 及び 貝 状 関 亜 
ESSAY Lac PERERA aah & 同様 固溶体 の 
離 深 産 物 と みな され , 概して これ ら は そ 
CPD AB MW ERAS 現 出 する 傾向 
が ある 。 これ まな た 500°C, 48hrs. 加 座 で 
完全 に 消失 する 。 

BHMCPOBRAM Wie HAAL 
Bex NT a ES 。 常に 磁 硫 鉄 鉄 へ を 存する 。 これ は 薬 片 乃 
RETOUR (MEE) x8 ZAHIR, MEI, “NPR TYE 
REEEBL, その うち BHA TBIRRRO YOURS 50m, 市 2~8x で 主として 1 方 向 に 
平行 状 に 配列 する が , PCL RAT SB 2 方 向 に 配列 し , AFR ME ST So 小 滴 
状 の も の は 大 き さ 5~204 の 単 結 品 で 黄銅 鉄 全体 に 豆 つ て 散在 する が , HEX - ORD 
銅 鉄 の 結晶 粒 界 に 群 が つ て 産 し て いる 。 こ れ ら 薬 片 乃至 蜂 虫 状 或 は 小 滴 等 の 磁 硫 鉄鉱 (第 
j 図 E, F) は その 産 状 よ り RHR HOMBRE OBE CB ABNSo EMR 
の も の は 長き 0.3~1.0mm, 幅 約 5x で 黄銅 鉄 の 結晶 界 に 沿っ て 産 し , これ また 上 記 同 様 
固 沙 体 の 離 落 産物 と 推定 され る 。 こ れ ら 吹 溶 性 磁 硫 鉄 鉄 は 550°C, 48hrs. pA CH PAGK 
中 に 消失 する 。 一 方 小 塊 状 の る も の (第 1 図 D) は 大 き さ 100~150zg OFB RAMA BAR 
で , 直交 = コル 下 で 明瞭 に 粒状 構造 を 現 わ し , 稀 に その 内 部 に 2~3k KOPP GK Bab 
また は 細 滴 を 有する (第 4 図 )。 こ の 航 品 の 成因 は 明 で な い が , 上 記し た 黄銅 鉄 中 の 関 亜 鈴 
SG EK BL CWB 小 塊 状 磁 硫 鉄 鉄 は 成因 的 に 滴 状 磁 硫 鉄 鉄 と は 異な り , 恐らく 
初生 的 産物 と 考え られ る 。 

Pag: Snap ORF SIRES SGA, HEGEL APRIL O CHET SPLREENGK & DON TA 
微 鏡 下 に 観察 すれ ば , BZ EO AEN 3~SHLL FE CAMP R BAG SA OK & 7k LCF 


1) BESTT CHEE HURT U-LAEEL, 直交 = コル 下 で RRL Y 
褐 青 灰色 を へ て 青 灰色 に 変化 する 顕著 な 異 方 性 を 有 し , BEI AO SASK L DIRE 
, KCN(209%), FeCl,(209%), HgCl,(sat.) で は 犯さ れ な いい が, KOH (sat.) で は 福 
JEL CHEE EL, HNO。(1 : 1) で 僅か に 淡 福 色 に 変化 され , また HCI(1 : 1) で も 時 に 
極 く 僅か に 犯さ れる が , この 反応 は 明 で な い 。 芝 等 の 性 質 は 従来 記載 され た 磁 硫 鉄 鉄 の 
性 質 と 極め て よく 一 致す る 。 
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する 。 し か し その 分 布 り は 不 均 一 で , 


BOaESA SK O ANTES BO CRAB AR & 75 ERY eS 


{ 


す 場 合 は 少く , PPMP BO 
に 限ら れ , EC BORSA BKK GHD PR 
部 或 は その 附近 に 存する 場合 が 多い 。 
か ゝ る 共生 組織 を 有する PLHERAGKE 
薄 片 と し 透過 光線 に て 観 す れ ば は, 懸 滴 


re 
| 
RY 


| 
| 
! 


| 


ie 
|| 


{ 


LA tah 


RRMRE 含有 する 部 分 の PAG AGK 


LIBS ST SAS, 黄銅 鉱 細 滴 を 谷 ま 
な い 部 分 の それ は 淡 黄 礼 色 を 示し , 固 


au 

a 
5) 

we 
lyf 


深 濃 度 の 相違 を 物語 つて いる 。 一 般 に ae 


図 亜鉛 鉄 粒 の 中 央 部 は 暗 福 色 を 量 し , 
その 周縁 部 が 淡 黄 福 色 に な る 1611 2S 
あぁ あり , SASK SE Me PED BE 
Baca tiki OAC CHL し, 
その 発達 が 顕著 な AMET Beis 


磁 硫 鉄 鉄 (Pr) +O PATA IRPLHEEA GK (Sp). Cp, 


ME FIRO MARE BT So COP GKP O 懸 滴 状 黄 鉛 鉄 る 固 深 体 の 離 次 産物 と 認め ら 


れる 。 


黄銅 鉱 懸 滴 中 の キ ユ ュー バ 録 様 鉱物 第 5 図 の 如く , LOPS O BROAAMS & a 
倍率 で 観察 すれ ば その 内 部 に 展 々 淡紅 色 を 呈す 0.5~1 0p 程度 の 細 料 或 は 葉 片 が 認め られ 


Bo この 讐 物 は 極め て 微粒 の た め 決 定 し 難い が , SONIA 
バ 鉄 に 最も 良く 一 致し て 居り , 

その 産 状 も TU LGR PEC SA SRP OD Bas gak- > 2 — 5 GK 
共生 *) に よく 類似 し て いる 。 こ の 共生 体 の 鉱脈 中 の 分 布 
は 比較 的 広く , 145i. 200 R38, 300K SPECK AEC A 
られ , PRC 14-85 CLL FRA L ek 3h k -Y, 一 90 
m Spek 140m 聞 の 鉱石 すべ て に 見 出さ れ た 。 = 
の 共生 体 も 黄 鋼 鉄 一 キュ ー バ 鉄 固 深 体 の 離 深 に よる も の 


と 推定 され , 内 亜 鉛 鉄 一 黄銅 鉄 固 深 体 の 2BCREYAED 現象 


黄銅 鉄 中 の PARSER SRK 
上 品 に つい て は 既に 述べ た が , BOP eS 20~50k 大 


の も の の 中 に は 第 6 図 の 如き 細 滴 状 の 黄 鉛 鉄 が み ら れ る 。 _ 
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PARE PA GK(Sp) HO BE PI GANK 
滴 (Cp) と 懸 滴 中 の キュ ユ ュー バ 
讐 薬 片 及び 細 粒 (黒色 部 ) 


この 細 滴 は また 離 深 性 の 滴 状 或 は HE IR ES SB BR AZ % 
ER DESH, wth } MPG PISA GR IYAA OD 2 BE 
ARAREW ba ABNSDdo ' 

黄 鐵 鉱 に つい て 黄 鉄 鉄 は POUR SNK, 黄銅 鉄 と 密接 に 


1) 懸 滴 状 黄銅 鉄 の 量 は 山口 県 河 山 鉄 山 及 び 栃木 県 足尾 鉄山 産 関 亜鉛 鉄 中 の それ に 比 


CHEAUZD 70 


2) het; 地質 雑 , 55, 159, 1948 
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第 6 図 HO CHR Bes, RRB CPOMIR GL HE 
鋼鉄 中 に 略 々 自 形 或 は それ に 近い 形 で BLE 
亜鉛 鉄 ま た は 黄銅 鍼 に て 交代 され た る も る の, 関 亜 
SASK Ee 細 脈 状 に 貧 ぬ くも の 及び 石英 の 柱状 結 
aa tHE L 上品 洞 中 に 産 す る も る の 等 比較 的 早期 
の 鉱 化 作 用 に よる も の か ら > WHO FH 
CHM 5N So EOF b BBG, 一 部 図 亜 鈴 
PAV ABBE SAIC HRE BTSZIO 
2 TRO RNAS CART nid その 内 部 
VBI MA OM KES SH MB ORM 
Pane Sat So その 産 状 は 既 述 し た Bee 
SKA OBR ES Bi FCA Ck CR CW Bo 
その 成因 & L CMA OREM $ 71d 交代 作 
用 の 2 通り が 考え られ る が , BALCH A 
能 性 が 強い 。 CORR ZEST SASK GAIL OD 
細 脈 状 黄 鉄鉱 や 品 洞 中 に 産 す る 昔 鉄鉱 中 に は 


黄銅 鍼 (Cp) 中 の PARAS) 及び 。 み られ な い e 

i ee a) ーー 方 往 状 結 品 の 石英 と 共存 し , INCHES 
BREAN 3 図 の 如き 大 きき さ 3~10mm 内 外 の で 角 板 状 の 結晶 を 呈す る も の が ある 

が , LOPLI 6 0 LDR, その 形態 より 恐らく 磁 硫 鉄 然 の 結 品 が 

HOMIGE TY D LAREN So LBRO CARD PNT AGM EHD Tho 
以上 記載 し た 様 に ARUBA HNC IE BERURMEBRIISD Bb LOS 6 0 興味 ある BEM 

HANAN So 今 そ の 関係 を 一 指図 示す れ ば 


HBA Bk 
Beas ; — PARRA gk 
iinet ーー > FSA 
: cy 
ener + % 1 — »s GREE FF 
Bie 次 BIER BME 
e Bees (550°C) "UA 
EVA B t if ip eae -~—> BPG 
Boot) j ~ PRON I 
aE st 


(?)8 
括弧 内 は 実験 固 溶 温度. (AL * 印 は G. M. Schwartz の 実験 値 が 


1) これ と 全く 同様 な 共生 関係 は 足尾 讐 山 銀 盛 鋼 産 鉄 石 中 で も み ら れ る 。 
2) Jankovic, S.; Neues Jahrb. Min., Monatsh., 224~232, 1955. 


3) 380°C~400°C 附近 で 固 深 を 始め る 。 (Sugaki, A. and Yamae, N.; Sci. Rept. 


i Tohoku Univ., Ser. 3, 4, 103~110, 1952) 


4) Schwartz, G. M.; Econ. Geol., 22, 44~61, 1927. BARE; Ai, 37, 51 


—~58, 1953. 
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の 様 で ある 。 Ld LPURSSOKAK A t SROKA B お と の 関係 は 明 で な く , SIP OR 
FER CLM BOAR EAA BLY 早期 に 卓 出 し た と HRSN SM, 今 の と ころ 両 固 深 
体 の 品 出 温度 を 規定 する 資料 を 有 さ な い 。 GEO CMA A, BIBS 2B U COBRAIBR? 
定め る こと は 出来 な い 。 また この ほか 苑 深 産物 で ある 可能 性 の 強い 磁 硫 鉄鉱 及び BRK 
HOPE AME MET SR, これ が 果して どの 時 期 に 生成 され た か は 明 で な く , COB 
HOA と 共に 今後 に 残さ れ た 問題 で ある 。 


結 び 

FEE BUREO RARE BA LNCS 秋田 県 太良 鉄山 か ら 普通 高温 性 の 伝 床 より BS 
る と され て いる 数 種 の 離 深 共生 体 が 見 出さ れ た 。 これ ら の 共生 は 筆者 等 の 加熱 実験 及び 
従来 の 資料 に よれ ば 400°C (また は 350°C) THB 550°C 附近 の 比較 的 高温 で 固溶体 を 形 
成 し , 上 記 の 事実 を 裏書 き し て いる 。 し か し その 温度 は 簡単 な 実験 条件 下 の 結 果 で あり , 
この 値 を 直ちに 圧力 その 他 熟 水 条 件 の 加わ つた 自然界 の 鉱床 生成 温度 と し て 採用 する わ 
け に は 行か な い が , 1) 上 記 の 離 深 共生 が 接触 交代 鉱床 や 深 乃 至 中 詩 水 鉱床 等 比較 的 高温 
性 と 考え られ て いる 鉄 床 か ら 産 する こと や , 2) 同じ く 高 温 性 鉱床 か ら の 産物 と み ら れ て 
いる 初生 的 な 塊状 磁 硫 鉄鉱 及び これ の 仮 像 ちら し い 黄 鉄 久 の 現 出 等 か ら 併 せ 考え れ ば 一 応 
高温 の 条件 下 で 太良 鉄 床 の 生成 が 行なわ れ た 任 が 強く な つて 来る 。 この 点 更 に 多く の 他 ・ 
の 面 か ら の 資料 を 集め た 上 で な けれ ば 断言 出来 な い が , この 様 な 事実 は 東北 日 本 第 三 紀 漢 
熟 水 鉄 床 の 生 成 に 関す る 参考 資料 と し て 重要 視 さ る べき で ある 。 


AT Sic Re APS or 渡辺 万 次 郎 先生 及び HARERECR DEY 感謝 
申 上 げ る 。 ま た 試料 採集 に 際 し 種々 御 便 宜 を 与え 下さ つた 太良 鉄 業 所 石塚 義彦 所 長 , 谷内 
末吉 及び 高橋 明 俊 両氏 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

な お 本 研究 に 要 し た RAO MRO SORB koko CCAR LC 謝意 を 
表す る 。 
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On the measurment of modulus of elasticity of quartz- 
diorite at Mito-Yama, Tokyo. 


f& 持 3. He (Fumio Kuramochi)* 


Abstract: The writer measured the modulus of elasticity on dry 
condition from 5 cm. cube test-pieces of the Tertiary quartz-diorite which 
occurs at Mito-yama, Okutama Town, Tokyo. At beforehand with the 
measurement, he also measured the apparent specific gravity, the absorp- 
tion of water, and the porosity. These experimental results are shown 
in Table 2. 


* 東 京都 水道 局 


BR BFE RE 231 


Ie 約 

SATE AS ERT = HL (SAA | 地形 図 , 五日市 図 幅 ) に 霞 出 する , 第 三 紀 
の ERAGE? の 整 燥 状態 に お ける ERE. Vv 7, ボア ッ ソ ン 比 の 測定 を 試み 
た た 。 さ ら に 前 記 の 弾性 係数 か ら 剛 性 率 , 体積 弾性 素 を 算出 し た 。 ま な た 前 記 の 測定 に あぁ た つ 
て , あぁ あらかじめ 見 掛け 比重 や, Mk), AFL?) 等 も 測定 し た 。 

その 結果 二 岩 塊 の 弾性 係数 は 次 の 通り で ある 。 即ち No.l 岩 塊 に お いて は ャ ング 率 6.5 
~7.3x1" dyne/cm?, ポア ッ ソ ツン 比 0.17~0.25, 剛性 率 2.6~3.0x10” dyne/cm2, 体 
積 弾性 率 3.64.7x197 dyne/cm?, No.2 岩 塊 に お いて は ャ ング 率 5.9~8.8x10%dyne/ 
cm’, ポア ッ ソ ン 比 0.239.33, 剛性 率 2.4~2.7x10% dyne/cm?2, (KAMER 3.7~6.4 
dyneAema で が る 0 


Il 試 料 
SSA OILED 5 EA 30cm の 石英 関 緑 岩 の 岩 塊 を 2 個 (No. 1 BEU No. 2) FER 
Lko (OAR KRAR PRA REOSA TC, 肉眼 的 に 有色 鉱物 特に 角 関 石 ま た は 黒 圭 母 
等 が 良く 認め ちら れる 。 この AOR», No.1 で 5 個 , No.2 で 6 個 の 5x5x5cm の 
立方 状 供 試体 と , さら に その 供 試 体 を 作成 する 際 に , それ ぞ れ その 一 部 か ら 5x5x0.5 
cm Dak EPP Ro 前 者 の 供 試 休 は 耐圧 強度 > ャ ヤング 率 お よび ポア ッ ツ ソン 比 の 測定 用 
し , 後者 の 岩 片 は 見 掛け 比重 , 吸水 率 お よび 有 和 孔 率 の 測定 と , F5CROGMRAOR 
料 と し た 。 
上 記 の 三 岩 塊 か ら 作 成 し た , CHENOA alt EGE CASE, COEKAR MA 
ARG Ax ERG, AWABRKU 黒雲 母 等 で , 石英 を 除い て は 殆 ん ど 自 形 を 呈 し , 特に 
RAINES LW BBREORD EN4ZVOMRSSo MMDRMMWE L CAME ARAB 


alo ae 
No 3! 

組成 鉱物 容 fi & % ‘ei & 

1 ge ee eas 5 rom 
Gs 881.8 37.9 38.3 37.6 37.4 0.3~1.2 
= eee 3.4 1.9 2.7 3.1 2.7 0.31.9 
gs 6 | 45.0 48.1 49.0 49.9 49.4 0.3021 
BZ = ee = = Be eS 
fe Ba G 3.6 2.8 2.5 3.8 3.5 Ee ey 
eB G 8.7 8.8 7.0 5.2 6.8 1.0~2.7 
Re 鉄 ok 0.7 0.5 0.5 0.4 0.2 0.1.0.6 

計 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 

1) SES | 八王子 図 幅 (7 万 6 千 分 の 1) 及び 地質 説明 書 ) 42, 1932 


2) 藤本 治 義 ; 関東 の 地質 , 65~66, 1932. 秩父 多摩 国立 公園 の 地質 , 20~21, 
1953. PGA AS (Pere) a, La Fe (BETTE) BIO OCHA う 。 
3),4),5) 小山 一 郎 ; 日 本 産 石材 精 義 , 32~35, 1931 


932 a eR OS SE 


# 1 & 


No 1 5 thistkes 


some Pe Q+KF 


No.2. 5 REM 


% Ni 
x 
id NZ PEN : 
: fe Ae RE tT 
KF Eis Q+KF 
se 1 # (hE &) 
No. 2 
HE BK SA YD : 傘 is fe % an rr 
i 2 3 4 5 6 mm 
Be] 73.8 | 37.0 | 954 li an4 joss.9 | a7 0.2~1.2 
Ete ees, | 2.8 |) JO Na 0.31.2 
A | 49.2 | 523 | 542 | 50.4 | 49.2 | 50.6 0.4~2.4 
me og os) |) 3.4 | 20.03.67] es ae 0.3~0.7 
mB el ao | 0.5 | 0.7 07 100.6 Roe 0.3.0.6 
eye abd. | 4.6 | 49°] 5.7 | 6.55] 4.6 10-095 
oe or) Gael 04 1-038 | o8 yoo | ros 0.1.0.4 
at 100.0 | 100.0! 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 


よび ジル コン 等 が 微量 認め られ る 。 特に No.l に お いて は , LIELIS HAO ABs 
緑 泥 石 に 変化 し て いる の が 認め られ る 。 顕微 鏡 観 察 の 結果 は 第 1 表 お よび 第 1 図 ; 第 2 図 , 
に 示す 通り で ある 。 
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234 ao BD Se 


Zeb (I1,), Zeyf (ls), Zo (Wy), aE (11) ae 6)» Av F (II,), 
(II,~IT,) : No.2 @RM ie (+) = コル x20, BEAMS TE 5 BR 
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III 測 定 

(1) 見 掛け 上 比重, 吸水 率 , 有 孔 率 : 5x5x0.5cm 
の 岩 片 を まず 110°C 以下 の 束 燥 器 中 に 放置 し , 疾 
気 浴 に て 断続 加熱 し て 乾燥 させ る 。 そし て 試料 が 恒 
ELRAECKEL CTR ZAP CHET So 次 に 
tI EKRVED D & CAMB (Ki, 15~17°C) 中 
ASL, 水分 が 完全 に 飽和 する まで , 即ち も 恒 量 と な 
SECRULCK BAPCHETS LIOR 
問 は 前 者 に お いて MASH, 後者 に お いて H 160 
時 間 を 要 し た 。 さら に 完全 に 水分 が 飽和 し た 後に 


PR POD CREEL, 次 の 方 法 に よっ て 求め た 。 
Wy …… BEIGE DZ OAL (8) 
Wy ……… 完全 飽和 時 の 蒸 汐 水中 の 重量 (g 
Wo, ……… 完 全 飽和 後 蒸溜 水中 か ら 取 出し , 試料 の 表面 に 付着 し て いる 水分 を 布 で 拭 取 


つた 時 の 容 気 中 の 重量 (g) 
Greene RELAYS FEE 


: W, 
見 掛け 比重 : ieee 
吸水 率 (96) : ae ae x 100 
有 孔 率 (96) : 一 Ce 10) 


(2) 耐圧 強度 , ヤン グ 率 , ポア ッ ソ ン 比 : 5x5x5cm の 立方 状 供 試 価 を 前 と 同様 110°C 
以下 の 夢 燥 器 中 に 放置 し , 裕 気 浴 に て 断続 加熱 し , 供 試 体 を 恒 量 と な る まで 放置 し て 束 燥 


供 試体 に wire strain gage を 接着 させ た 状 景 
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状態 に する 。 で 


れ に 朗 し た 時 間 第 5 図 


は Hy 240RFAH CHO Mica < 
れ を デシ ケー ター (desiccator) 4 No.1 BRIBE e 


HCL, 常温 に な る の を まつ 
て , 供 試体 の 荷重 面 以 外 の 4 面 の 
中 央 に wire strain gage!) 7B 


着 さ せる 。 その 


© 第 3 図 お よび 第 4 図 を 参照 


き ぎ 札 た たい co 
(1), (3) fi … 
gage を 荷重 方 向 


tC, それ ら を 直列 に 連結 し , 荷 
重 に 対す る 単位 長 さ の HOU 


ml 


定 に 供する 。 


方 法 は 次 の 通り 


TOA ET AFM 


陀 
-- Wire strain 


に 平行 に 接着 さ 


(2), (4) 面 …… Wire strain gage を 荷重 方 向 に 直角 に 接着 させ て , それ ら を 直列 に 
連結 し , 荷重 に 対す る 単位 長 さ の 延長 の 測定 に 供する 。 


これ ら 直 烈 に 骨 


strain gage を , 


E 結 し た , Ley Fe (4 BAG ANCE 7) & MERCIA] (fet BEG Td vc FH) の wire 
wire resistance strain meter (A 電源 15V, 2CQmA. Ey SOV, 


VE XE 


20mA.) の 測定 


端子 に 接続 する 。 次 に アム スラ ー 型 試験 機 に よ ょ つて, 荷重 を 徐々 に HK 


試体 に 加え , 荷重 | ton 毎 に 交互 に 短縮 , 延長 の 両方 向 の 電気 抵抗 の 変化 に 伴う 単位 長 


さ に 対す る 変化 , 


即ち Al/L を 測定 する 。 こ の 際 気 温 に よる 温度 補 下 が 必要 で ある 。 ま た 
第 2 ee 


供 試体 番号 K x さ 荷重 面積 | 見 掛け 比重 | 吸水 率 | Hy FL 
cm cme % % 
1| 5.00x5.00x5.01 %.00 2.71 0.949 2.573 
2| 5.01x5.00x5.00 25.05 2.73 0.748 2.042 
No. 1. | 3| 5.00x5.00x 4.99 95.00 | 27 Te i 3.022 
4| 5.00x5.00x 4.99 25.00 2.73 1) 50.679 1.853 
5 | 5.00x5.00x5.00 2F.00 273° 0 | 258 00 
| 
1| 5.01x5.01x 5.00 ra 2.74 | 0.567 1.552 
21 5.00x5.01x5.01 25.05 2.73 0.573 1.564 
3) 5.01x5.01x5.01 25.10 | 2.71 0.877 2.377 
No.2. | 4] 5.02x5.01x5.02 25.15 2.72 0.870 2.365 
5 | 5.02x5.02%5.01 25.2 2.73 0.581 1.587 
6) 5.09x5.01x5.01 25.05 2.74 0.580 1.588 
ED a EE ene 


1) Wire strai 
0.00 sA(+£0.3%) 
fACtTOmMILSS G 


n gage : Type S-11, gage length 15mm, gage resistance 12 
, gage factor 2.11, gage resistance 120.50 5A(+0.39%), gage 
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e 


試験 機 の 加 圧 板 と ERAOMEROMICT Io FRY} (attachment) を 用 い ,{ さら に 
MTEL SAC, 偏 荷 重 を で きる だ け 避 ける よう に し た 。 
土 述 の 測定 値 か ら , 荷重 と 単位 長 さ に 対す る 変化 (1A | ) の 図表 (第 5 図 , 第 6 図 ) 
第 6 図 を 作成 nab v 7m, 
: To TVIEPERI So 2OP 
‘Tl N26 ak F 合 荷重 を 加え た 当初 , 一 般 に 0~ 
2t. 位 の 範囲 に お いて は , 必ず し 
も それ ら が 比例 し な い の は 第 5 
図 お ょ び 第 6 図 に 示す 通り で あ 
0, 計算 の 際 に それ ら の 範囲 は 険 
外し , ほ ゞ 比例 関係 に ある 範囲 に 
BOC YY TRBRILU RT YY 
ン 比 を 算出 し た 。 さら に それ か 
ら 剛性 率 , 体積 弾性 率 を も 求め 
< た 。 また な た 供 試 体 の 耐圧 強度 は 破 
0 10 20 30 40 50 60 10 ton 壊 黄 重 か ら 求め た る の で ある 。 


に た Yd に 


IV 測 定 結果 
上 上 述 の 測定 値 か ら 算 出し た 物理 的 講 隆 質 を 表示 する と , 第 2 表 お よび 第 7 図 に 示す 通 
り で あぁ る 。 
本 試験 に お いて 問題 と な る の は , GUISES SITE CH So 従 つ て 供 試体 の 作成 


破壊 荷重 | 耐圧 強度 |! ャ ング 率 | ポア ッッ マン 比 剛 性 率 | 体 積 弾性 率 
(| sae x 10” oO 
ton | kg/cm? dyne/cm? dyne/cm? | dyne/cm? 
75.5 3020.0 7.0 0.25 2.9 4G 
73.9 | 2950.1 133 0.21 3.0 4.7 
70.8 | 2832.0 6.5 0.24 2.6 4.2 
70,5. le 3180;0 6.9 0.21 2.8 4.0 
70.5 | 2820.0 aes 0.17 3.0 3.6 
63.2 | 2517.9 6.7 0.33 | 2.5 6.4 
64.5 | 2574.9 6.4 ee | 2.5 4.6 
61.8 2462.2 5.9 0:23. 2.4 7 
62.7 2493.0 6.5 0.24 2.6 4.1 
75.4 2992.1 6.8 0:25 2.7 4.6 
65.8 2626.7 6.1 0.26 2.4 4,3 
5 に あぁ た つて は , 平行 平面 か ら な る 完全 な 立方 体 を 作る こと が 必要 で ある 。 特に ポア ッ ソ マン 


L OME ARO TIX, 荷重 に 対す る 単位 長 さ の 短縮 お よび 延長 の 測定 面 が 異 つ て いる 
| の で , 供 試体 に 偏 荷重 が 作 用 する と , か な り そ の 値 が 変化 する わけ で ある 。 
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No.l お よび No.2 GREGEL YS, COB ERMOARIEIS 10% 前 後 で ある 。 特に 
No.] に お いて は 前 述 の 通り , BGT CANA ARMA RIERK 変化 し て いる の が 
認め られ る 。 ま な 吸水 率 , 有 孔 率 等 も No. 2 に 比 し て 大 きい に も か OST, SOMMER 
度 は No.2 に 比 し て 一 般 に 大 きい 数 値 を 示し て いる 。 し か し 個々 の 供 試 体 に つい て 吟味 す 
る と , 見 掛け 比重 の 小さ いも の は 吸水 率 , 有 孔 率 が 大 きく , また 吸水 率 , 有 孔 率 の 大 きい 
供 試 体 は その 耐圧 強度 が 一 般 に 小さ いこ と が 認め られ る 。 

ャ ング 率 と 面 圧 強度 の 間 に ほ は ほぼ 比例 関係 が 認め られ る 。 即ち 面 圧 強度 の 大 きい 供 試 体 
は 一般に 荷重 に よる 単位 長 Sie Se ee また 供 試 体 の 破壊 に 
eee と , その 組成 鉱物 粒 に 治 つ て 生成 され る 場合 が 多い (第 2 図 a,No.2 石 
Nea I BABE) o 

ASCII し , FER GIBCR © EL 7e 4A RE BRC L CRE ZRH 
の 意 を 表し ます 。 FRM O ARIEL OV CIS SITE RRROBAEALOS = 
S Vad L CMB ERL ETO 


RR アッ ゾン 
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On the clay minerals of the Kobiwako bed, Shiga Prefecture 


3 松 四 RG (Shiro Kanematsu)* 


Abstract: As the results of the Kobiwako bed observation in the 
western part of the Lake Biwa, the writer recognized the following for- 
mation and clay minerals. 

1. The weathering products of the biotite granite are widely distri- 
buted and in some places these beds are alternated with the soi lificated 
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products of clayslate, sandstone and quartzite. 

2. By means of chemical analysis and X-ray studies on the colloidal 
fraction, clay minerals are classified in two groups: 

a) Werthering products of biotite granite contain dominantly kaolinite 
with lesser amounts of montmorillonite. 

b) Clayslate and sandstone soils are dominantiy hydrated halloysite 
with minor amount or none of the other clay minerals. 

From the results of the clay mineral studies in the Kobiwako bed in 
Shiga Prefecture, concluded as follows: 

a) Hydrated halloysite and illite are contained in soils of all rocks. 

b) The weathering products of rocks included a kaolinite. 

c) The more weathering preducts are converted into scil the more 
hydrated halloysite increased. 


1 # 
同一 地層 群 で も 堆積 し て いる 物質 が 異な つて いる 場合 , AF SHLBLN ASI Ze BIE 
過程 を た どる か と いう 点 を , HEB BICOW CHRL, 第 一 報 を 本 会 誌 り で 発 事 し た 。 
その 後 , 引き つ ゞ き 滅 西 地方 の 比良 山 此 に 帯状 に 発達 し て いる 同 層 群 中 の 粘 土 舗 物 に つい 
て 研究 し た の で 報告 する 。 
本 研究 を 行う に あたっ つて 終始 御 指示 を 仰い だ 塩入 松 三郎 , 須藤 俊男 , 上 田 健夫 の 各 先 生 
に 語調 の 意 を 表す る 。 沖 本 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 乾 に よる も の で ある 。 


2 地 質 

本 地方 の 開 礁 湖 層 群 に つい て は , 比企 , PH, 池辺 の 各氏 に よ つ て 研究 され て いる 。 
この 附近 の 兵 生 の 高 さ は 概ね 200~250m (湖面 85m) で , これ ら の 丘 策 が つく る 滋 積 層 
は 2 の グル ー プ に 分 けら れる (第 1 図 )。 

即ち 下部 は 所 調 古 琵 玲 湖 層 で 主として 粘土 層 と 砂 土 層 と の 互層 か らら なり, DERE 
ACB DRA A NEES COS 丘 入 地 の 西方 に は , 黒 圭 母 花 賠 岩 か ら な る 
比良 山系 が 南北 に 走り 所 々 で 粘 板 岩 , EA RUDD bt SHAR HA ER TRS 
発達 し て いる 。 従 つ て 古 開 玲 湖 層 を つく つて いる 材料 は 地域 に よ つ て 多少 の 相違 は ある 
が (EB EO RMLEMMAAW Ald BH O HEB ORD BAO 土壌 化 作 用 を う 
けた も の か ら 出 来 て いる の と 対照 的 で ある 。 

KE AIC IET (ICON TES BLED, 細 砂 及び 微妙 と 互層 し , COBRA 
らく 160~200m に 及ぶ と ころ も ある 。 この 層 の 中 に 厚 さ 約 10cm OK MKOBEAS 
こと は 滝 南 地方 と 同じ で あぁ る が , 堆積 物 例 体 に 粗 粒 物 質 の 多い の は 堆積 し た 当時 の 山 六 か 
ら の 路 離 が 短く その た めい に 完全 な 分 級 作 用 (選別 作用 ) を 行う こと が 出来 な か つた 点 と 花 
内 岩 の 性 質 と に 原因 し て いる と 思う 。 この 粘 主 層 か ら 淡 水産 の 中 化 石 や 幾多 の 植物 化石 
が 得 ら れる こと , 及び 藍 鉄 鉄 の 存在 を みる こと 等 は 全く 湖南 地方 に 類似 し 同一 環境 下 で 堆 
積 し た も の と 推定 され る 。 、 
灯 主 層 と 不 整 合 を な す 春 層 (第 2 図 ) は 主として 北方 の 伊香 立 羽 状 地 と 上 価 木 扇状 地 か 


) SECURE; BWR, 36, 223~232, 1955 
池辺 展 生 ; 地球 , 20, 1933. 
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BRASHESOD LIC 前 者 に は 秩父 十 生 層 の 岩石 を 多く 混 え て いる が , 後 考 は 殆 ん 
ど 花 賠 岩 か ら な る こと を みて る も 運搬 され て き な た 径 路 を 容易 に 区 別 す る こと が 出来 る 。 第 
3 図 は 佐川 と 下 何 木 に 敬 出 し て いる 層 の 柱状 図 で 各 単 層 の 組成 成分 及び 細 砂 中 の 主要 伝 


物 の 混合 比 は 次 の 通り で ある 。 
第 1 表 ( 層 の 番号 は 凡 て 下層 か ら 1, 2,---) 
rte B 
A:B 
EL Ry 細 砂 fet 夏 #E ede 
a | > 0.07% 62.149 30.15 9% 5.85 % {Bie 
4 0.58 57.41 25.12 14.33 15:1 
HH | 3 0.88 56.38 32.63 6.40 1.5 : 1 
92 0.09 54.45 31.35 10.85 | 
} 1 19.90 59.84 13.18 5.50 ree 
“ ee" 3.34 28.03 35.25 32.25 1 eee 
3 10.45 76.71 6.70 | 4.85 4 Cf 
mM | "3 1.20 55.62 20.13 19.95 Laat 
Zea et 0.06 56.23 30.05 | 9.55 Beene 0 
fae : YekAMILUICRY DRED < 記載 し た と 同じ で ある 。 
B23 細 砂 中 の 主要 鉱物 の 混合 比 
BR 英 | 長 FA\BRE Re AZ & そ の tt 
is 5 40-50 35-40 5 5 淡水 海綿 と げ 極 少 
I. | 
4 50-55 40-45 3 2 sco 
« 3 40-45 45-50 2-5 1-2 = 
~ af AVE, 淡水 海綿 の 
2 40-50 30-40 5 2 ee 
1 47-55 30-35 5-10 2-5 FUG, 淡水 海綿 の と 
a iy げ が 多い 
4 5 ay = 
ae 40 30 
3 44.7 50 5.3 = ae 
価 2 55 40 -- — — 
BEG, 淡水 海綿 
mee 4 na a 5 i Reka, 淡水 導 絶 の と 


$53 #2 分 析 結 果 (粘土 ) 


(LATE ES) 


Bee SiO, | Fe,O,| Al,O,| CaO | MgO 
地 所 へ 

| % 96 % % 

F | 4] 16.02 7.85 36.60 0.20 0.31 

; re 3 6.37 4.65 17.65 0.25 0.14 

De L3s3'5 7.48 34.97 0.45 0.36 

“i 1, 16.85 21.20 15.60! 0.30 0.31 

SG rt A A 4A aes 


佐川 の 第 一 層 と 下 仰 木 の 第 三 
層 と を 比較 する に , EDU Ree 
0.02mm 以 上 の 比較 AKL い 物 
質 が 多く 堆積 当時 分 級 作用 が A 
+4C@ HORI LUBASNS 
が , HM WEAIMz) CLA, 
砂岩 に (ERMC RIB & 混 じ え 
て いる が , POA CLIBA ETE fa 


242 BAR DBR RSS we 


岩 の 岩 居 物 が 多く , HOSN SOSH DEBEBL MH SOBBwo Zit ( BH 
7e Hakiz EOC MARR RAS NR MEO—-BCHAG 
3 ノレ ルコ ※X 線 分 光 器 ( 対 陰極 , 銅 ) に よる 実験 
前 回 の ※ 線 分 析 に 供し た 試料 中 に 紅 較 的 多量 の 石英 が 存在 し た た め , &SKELRMO 
加 折 線 が 見 られ な か つた 過去 の 経験 と , W. V. Engelhard が 機械 的 組成 分 中 に KIS 


+ hoes las 庄 | OR | 
No, 1 No. 3 | te NC 
w. 10.906 
w. 5.5345 | 
w. 5.0066 
w. 4.9787 
w. 4.7160 
w. 4.4578 | vw. 4.4578 
w. 4.4357 w. 4.4357 
w. 4.1486 
w. 3.3801 wm. 3.8801 | wm. 3.8801 | 
Vane Geo7 28 
m. 3.3357 m.- 3.3357 m. 3.3359 w. 3.3482 m. 3.3482 
gaye 27 362 Sg, 92.7362 0a vere. 7442 
w. 2.5974 
w. 2.5757 | 
w. 2.5615 | w. 2.5686 
a) 
acral 200 w. 1.9918 
w. 1.9395 w. 1.9395 wm 1.9395 
WwW. 1.7293 Ww. 1.7293 
w. 1.5818 w. 1.5838 SS 
w. 1.5788 
\ 


SKIN OFA GL RG, ARSE OMENS ¢ 7 SAMRAT Zz 
と を 明か に し て いる 点 等 か ら , 今回 は 再三 遠心 分 離 器 に よ つ て 分 離し た も の を 供 試料 と し 
た 。 実 険 の 結果 得 た 廻 析 模 様 は 第 4 図 で あり , 第 4 RIX d の 値 を 算出 し た 数 値 で ある 。 


ree ey! eee ee 
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これ ら の 実験 数 値 を G.IW. Grim), Brindley*) 及び 須藤 氏 3 等 が 報告 し て いる 数 値 
と 参照 し て みる と , 概ね kaolinite が 主 な 新 十 久 物 で 花 賠 岩 の 風 化物 か ら な る 堆積 層 中 に 


は , この 外 montmorillonite の 存在 る も 療 え られ る 。 Ge 


EBD eADLBEIEL 72 Bd 5 tk 


hydrated halloysite や illite RASS En Cw4rILYBRENGZO 
周囲 の 環境 に よ つ て 異な る こと は 既に 明か に 


岩石 の 風化 に よ つ て 生成 する 閣 土 鉱物 が 


MOS BOS Sh OEIC IES 


て 多い 点 等 か ら , PRR 
Mee SL GE> C AIA 


され て いる が , 本 地層 群 が 多 く の 植 物化 石 を 含み 或 は 有 有 
fe 川 
Nor 2 NOS No. 4 NES 
w. 4.8176 
w. 4.4800| w. 4.4800 | w. 4.4800 
w. 4.2467 w. 4.4357 
m. 3.8635 m. 3.8801 m. 3.8801 
w. 3.6449 wR 
NL 3.3959.) 7 9-9809 
ys. 2.7362| s. 2.7362] vs, 2.7362 | ™S- 2.7441 
w. 2.5686 
w. 2.4416 
wm. 2.2360 
w. 2.2360 
| 
m. 1.9395| w. 1.9395| w. 1.9395 
w. 1.8124 
w. 1.7354 Wot ke 7 320 
w. 1.5813 
w. 1.5838 | w. 1.5813 | w. 1.5813 


1) 
2) 
3) BREE ; 
4) 
5) 


Grim; Clay minerals, 88, 89, 94, 1953 
Brindley ; X-ray identification and ciay minerals, 71, 124, 1952 


Ee; BAS 


vie grin, fs 11. IIT(1).,1953 
EBEIE RI eMEZR, 22, 199~200, 1952 


し , その 結果 DA) v Kip 
の 生成 を みた も の と 思う 。 
SUA A, YAIR C 7k OB 
DEC CO, 有機 物 が 存在 
LCN PIR 
性 で , 生成 する KEE SRS 
カオ リン 録 物 で ある 。 

湖西 地域 に 花 箇 岩 が 広く 
BH COS RM 風化 物 る も 
{Gia aC FEO TC, 多数 の 
BEBA COS Het 
と 微 砂 に と ん だ 層 の 中 に あ 
る 黒雲 母 を 顕微 鏡 下 で 詳細 
に みる て と, JAPAN A 
人 色 化 し て いる の が DS Tero 
< OMB FRE AE A 
$A 6M six illite C7; 
いか と 思う 。 鴨下 寛 氏 や は 
愛知 県 下 の 花 賠 岩 の 風化 主 
壌 中 か ら Stokes 法 に よう つ 
て #47) (0.002mm) を 分 
離し 加里 (KO) を 定量 し た 
結果 0.61% を 得 て い る 。 

Robinscn や Deming?) 
が 土壌 中 の BR AL 鉱物 
HD it # Ome Tem Lire 
結果 montmorillonite や 


Robinson & Deming, J. M.; Soil Science Am. Proc., 13, 1948 
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kaolinite は 含ん で いな い の に illite の み に OMBEAL Corte L##L CZ o REP RI 
も し illite DAMS 6% の 加里 を 含む も の と 仮定 し た 際 の illite の 量 を 0.61 x 100/6=10.1 
De BHA EN NN CER Oso 


SOF OU CH 
方 法 に 基 い て illite OB > MAO BS 
得 た 。 LOL RRA Cle illite OARERAABRE CH O72 OE 2 種 以 上 の ¥E4 


A BGNE TLL TOZOICEZOROMN AW 


ETSI LICOW CIMA OAMIID ZLBAZENSR, も し この ・ 
ERA OEICBIL CHET ZL, 9.7% % 
ES ASE, 


Yara & PELE ORE ACTED SOS, WARS Hot OMA SEVERED ER 
UB BSORRGASE S56 70, HAHA £3 CREATE RB EELL CWS 


そし て 両 地 域 の 


堆積 層 を みて る も 前 者 は 土 環 化 作 朋 


A (塩入 氏 は 土壌 化 作 用 に お ける 吸熱 的 談 
化 を お こす 主 な る 物質 は 麻植 で ある ML CI OMS 酸性 反応 に ょ つて AEE LOA 
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及び 分 解 を 促進 する と いつ て いる ) を な し た 層 が 多く , その 問 に 風化 作用 を うけ た 物質 か 
ら な る 層 が み ら れ る の に 対し , 後者 は 未だ 完全 な 圭 環 化 作 用 を うけ た も の が 少く , Mom 
化 生成 物 に すぎ な い 。 か ゝ る 相違 が 因 を な し て 異な つた 粘 士 録 物 の 生成 を みる の で は な 
か ろう か 。 湖南 地方 に は hydrated halloysite が 測 西 地方 で は kaolinite が 共に 主 な る 
粘土 鉱物 で ある 。 


川村 一 水 , 船 
に し て いる 32 利 


B/E? 


i= 


E Ou Pe 作り X 線 分 析 を 行 つ た 結果 , 
halloysite に 類似 の X 線 像 を 得 た と 報告 し て いる 。 


の 両氏 は 本 邦 の 西部 地方 に 分 布 し て いる HE RAMRUS BEB 


いずれ る も hydrated 


この 研究 な どか ら 考え る と , 完全 に 土壌 化 作用 を う けた bela 比較 的 hydarated 
halloysite に と むと いう こと が 考え られ る 。 LAL, か ゝ る 結論 が 如何 な る 或 境 下 で る 


起 る か どう か は 研究 の 余地 は 多い と 思い , 目下 種々 の 条件 に お ける 変化 過程 に つい て 


中 で ある 。 


1) 川村 一 水 , 船引 真吾 ; 日 本 土壌 肥料 学 雑誌 , 10, 3, 1936 
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喝 満 川上 流 (パン ケ 川 ) の 混成 岩 


PICASA MBER ZO RB 


The ultrabasic rock as a block on the River Panke, in the 
zone of the central migmatite body, Hidaka province 


Abstract: 


& 井 


32 (Hiroshi Asai)** 


The writer describes the petrographical characters of the 


ultrabasic rock founed as a block on the River Panke, Hidaka province 
and gives some considerations on its genesis. 


南部 日 高 変 成 帯 に は , 


部 に あつ て , 一 つの 岩 体 は , 
ある も の で ある 。 これ ら の 二 つ の 起 塩 基 愉 
られ る が , これ ら は 何 
7 月 , 幌 漠 川上 流 の 中 核 部 を 占め て いる BE 
国境 附近 に 超 塩 基 性 岩 の 流 石 を 採取 し た 。 


an 


の と 思わ れる 。 1954 年 
を 調査 中 , パン ケ 有 川上 流 の 


Dz 


が & 


ニニ つの 主 な 超 塩 基 性 岩 体 が 知 あ ち れ て いる 。 そ れ ら は 変成 帯 の 南端 


Betas I RY, VP) 他 の 一 つ は , 


His, 十勝 両 


= AY AY iy) ve 
E 岩 体 の 附近 に は , =, SOS WBBM 
れる も 親 に 述べ た 三 つ の 主要 な 岩 体 と 審 接 な 関係 を も つて いる る も 
ミグ マイ トト の 地 帯 


採取 し 


て いて La DSAICIAS ROOO bE 


TEER USO LEBER 7S 94 PMOL 
ZEMES CUAPRREIC BWC, は な れ た 地域 に あぁ つて , PML ARB Te yb e 
密接 な 関係 を も つて 露出 し て いる も の と 思わ れる 。 COR BBS 7274) be 


性 岩 と の 関係 を 具体 的 に 
報告 する 次 第 で ある 。 
仕事 を 進 
教授 及び J 
BR, FEB wo Pee & 


し た し さく 御 教 示 を 受け た 広田 正 
の 一 部 は , MBS aR 


月 ら か に する に 重要 な こと で あり , また 探 
に 述べ た 南端 部 の 二 つ の 趣 塩 基 性 岩 に 比べ て , 著しく 特異 な 岩 質 を 示し て いる の で こ 


(4% 1 BM) 


め る に あ た つ て , 御 討 論 を し て いた だ いた た 北海道 大 学 舟 
海道 地下 資源 調査 所 AS Zeke lL UD ETS] E 
AERA RARE, II 


Oe SSN 


学研 究 費 交付 


学士 に 謝意 


15 


を 表す る 次 第 で ある 。 


質 調 査 所 北海 道 支所 の 御 援 助 に 負う 所 が 多く 各 当 局 に 御礼 四 上 げ る 。 


Il 


A AR A OS A tah Se te 


QL fe pea ea es Oh GG 


> ゝ に 


mo, 橋本 誠二 両 助 
高 変 成 帯 研究 グル ー プ の 
BeF MAP, 
BIE UCL TREE 
金 , BASE ACHP Ana, 工業 技術 院 地 


現地 に て , 


パン ケ ヶ ケ 川 上 流 の 混成 岩 帯 で 流石 と し て 採取 し た HEEB ILD << ) 次 の 二 種 の 岩石 が 


ある 。 

* 日 林 地 質 学会 北海 道 支部 総会 講演 , 1956, 3 

** 北海道 学 芸 夫 学 地学 教 宰 

1) SHES ; 北大 紀要 , Ser. 4, 8, No. 1, 1948 

2) FAB ; 地質 , 59, 111-121, 1953 

3) 番場 猛夫 ; 地質 , 59, 122~128, 1953 

4), 5) 理 橋 三男 , 猪木 幸男 ; PURER, Hs, 1956 
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Il RBRARBS (第 2 図 ) Ke CRRKOK 
7G, 構成 鉄 物 は , REMHELG (61.696), Ht 
BEE (30.296), BEBREK, 磁 硫 鉄鉱 (4.896), AE AN 
(2.896), 板 温 石 (0.6%) 25 Mk TW Bo 

GPa ; X-- VALE lS RARE, マ Y… 淡 
緑色 , Z---YOREH, CAZ ++ 23°~18°, (—)2V--- 
85°, 87°, 90°, ng-- 1.665, eda LOR 
色 角 関 石 の 一 部 に は , 第 3 図 に 示し た 如く , 極め て 
色 の 淡い 緑色 の 角 関 石 (an,。… 1.645) の 内 部 に , や 
> BEG DAWA: 7: BRS D FERIA (X, Y… Be 
fi, Zee や ゝ 濃い 線 色 , CAZ+--18°~16°) を 包み 
こん で いる 。 また , この 極め て 色 の 淡い , FEO 
関 石 及び 緑色 角 了 関 石 は 部 分 的 に スピ ネル を 包み こん 
で いる 。 

OBA : X,Y, ZELMA CZAR 
Wo (—)2V-+-85°, n,---1.680, Hic PAADT 
敷石 状 構 造 " を 示し て いる 。 

磁 鉄 鉱 , RETR : MER CHAT Zr 
粒状 , 零 状 む も の が あぁ る 。 

スピ ン ネ ル : Be, REA, 淡 緑 色 を 示す 。 


第 2 図 MARANA DBA 7 YF 


“ 


0.5mm 
OL... Siti, HR--- Gta fai, Sx 
CRY, Ke.-- Bike V 77 4 > FABIA, 
MT … R&GROK, FREAHRGK 


1) #HB=H > 北海 道 地質 要 報 , 12, 6~8, 1949 


第 1 図 超 塩 基 性 岩 の 流 石 の 採取 
位置 
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板 温 石 : HaLORMOME HET Zo 

以上 述べ た 講 構 成 鉄 物 の うち も で, 極め て 色 の 淡い 緑色 の 角 関 石 の 中 に 包み こま れ て いる 
細 粒 な EPG CRU MALDEN TOS スピ ン ネ ル の 性 状 は この 岩 夏 の 変成 の 
メカ ニズム を 推定 する に 好都合 で ある 。 そ れ は , 日 高 帯 南端 部 の = カン ペ ツ 中 流 の 超 塩 基 
性 岩 の 一 部 の 変成 現象 が この 流石 の 変成 現象 の 先 秘 と も 考え られ る 事実 が 示さ れ て いる か 
ら で あ る 。 すなわち , = カン ベツ 中 流 の 超 塩 基 性 岩 は 一 般 に 略 々 東西 の 走向 で 北 に 70°~ 
80° 18 < HERBS E SOTO C, EKNRASAAUREH LBM BOX TB 
2D 3 SBE BHO — AMSA AR L 72 HEN 72 ER BBEO Hd L BO: N60°E, 80ND 
RHE (NRADZOMD & SRAOLOMD & OMRABS) MLNS. LOMB 
ALESHA, HRA ACY AI, RUBE, WEEE, 磁 硫 鉄 鉄 , BEBRGKD BCX TO 
0 (D3 >HANEE tA RAOBAMONRAOMN YU TT 4 } FaPG (XS, Y… Ys 
BRE, ZS BARE < 人 乙 … 17°14°) が 生成 され て いる が , CHUMAMAO A 
部 の み で な く , 倖 長石 が 破砕 せら れ て 交 状 化し た 部 分 に も ケレ フ ア イ ト 角 際 石 の 様 な 部 分 
が 見 られ る 。 ま た 稚 長 石 の あぁ ある 部 分 は 通常 は スピ ビ ピン ネル が 出来 て いる 。 ま た な た 注意 すべ き 
は 尊 状 化し た 終 長 石 は , これ ら の ケレ フ ア イ ィ イト 角 関 石 を 包み こん で 部 分 的 に 透 角 図 石 に な 
つて いる 。 この よう な 事実 は 偏 大 の 下 で MG SHOMD MER SNARAO RTL 7 
アイ ト 角 了 図 石 を 生じ , し か も 人 告 長 石 は 角 関 石化 作用 を うけ た も の と 療 えら れる 。 (第 4 図 ) 


第 4 図 DYNA RBREESOMGRMOPCALNSTU7T 4 EG 


0,03 MM 


PY... Mai, PL: SRG, Keer L774 fable, 
SEER Vs TR: fina 


LOLIBBKIECUNAKTHAOME AANA AMR AAD kj Rao, 
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1) frB=B: BASH; 前 出 
2) 猪木 幸男 ; ATH 
3) 小林 英夫 ; 北海 道 地 質 要 報 No. 22, 49~57, 1953 
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DO PLERODZREEOMROBEH  PHBEATIF 
で , RERCSKNIEA (62.596), BEG (12. RT 
096), 板 温 石 (11.6%), AAA, 7s v 
グ ト ン FETA (7-596), BERGER, 磁 硫 鉄鉱 , 
自 鉄 鉄 (6.496) か ら 成 つて いる 。 

滑石 : 密集 塊 と な つて いる 。 ny…1.570 
~1.588 

MBA: X,Y, Zs ELA ERE CZE 
MEDS 7tW9 (+)2V---84°, n,-- 1.676, 細 
長 ぐ リボ ン 状 に 連 な つ て いる 。 

板 温 石 : 鱗片 状 の 密集 塊 と な つて いる 。 


nl.561 
SAR : X,Y, 2Z… ほとんど 無 色 , 

URN CRE 73°, 0.5mm 
My +++ 1,648, OL -.- se, AN --- 7EB§G, SP... 
DivT7> VAG: X,Y, Zt A 86, OTA}, MT --- Ree, 

PAE, (+)2V=75°, n。=1.650 磁 硫 鉄 鉄 , FARRER 


BES, 磁 硫 鉄鉱 , ARR: 粉 状 の も の , 粒状 の も の が あぁ あり, EIA, MUG t FRO 
TwBo 

以上 に 述べ た 岩 質 に よ ょ つて , Aalst, HRI Rea OZER OER, 生成 せら れ 
た 岩石 と 考え られ て いる 。 


lil 老 ge 
前 項 で 述べ た エ の 如き 岩 質 を 示す 岩石 に つい て 舟橋 三男 は 北海 道 幌加内 に お いて , Re 
BOF ALOR & GE LC BERGA OMAOKR DEL, 猪木 幸男 は HE CHEB 
OWED LAA ODE a OAM E UCHR BRS SOE SAR Lo BRMI I 
北部 日 高 帯 に お いて , BUREN ALBERS SEM LY YO SERRE PIR 
の 岩石 に な る こと を 示し た 。 関 陽 太郎 は 北上 山地 に お いて , 本 岩石 と よく 似 た 岩 質 を 示 
すす コー トラ ンダ イト を 人 花 険 岩 の 導 入 に よっ つて 中 紋 岩 が 変成 し た も の と 観察 し た 。 Bee” 
は 北部 北上 山地 で 本 岩 と 似 た 岩石 を 超 塩 基 性 岩 の 訟 成 現 象 と し て 和 観察 し た 。 吉沢 責 6) は 
領 察 帯 に お いて , 花 賠 因縁 岩 の 中 に 包み こま れ た 角 了 関 石 斑 煽 岸 と コー トラ ンダ イト が 密接 
な 関係 を も つて 産出 する こと を 記し て いる 。 


— 


1) 舟橋 三男 ; 地質 , 51, 119131, 1944 

2) FEARS ; 邊 本 地質 学会 北海 道 支部 総会 講演 , 1956 
3) 橋本 誠二 ; 北海 道 地 質 要 報 , No.28, 1~10. 1951 
4) 関 陽 太郎 ; 地質 , 57,35~43, 1951 

west 4 ; UR, 39, 5967, 1955 

6) 吉沢 HF; 地学 , 3, 16.19, 1951 
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前 項 で 述べ た 1I の 如き 岩 質 を 示す 岩石 に つい て 関 陽太郎) が 北上 山地 に お いて 深成岩 
DEN LO CHEMAMAR LESCOL L, IPE? は 北部 北上 山地 に お いて 超 塩 基 性 岩 
の 変成 作用 と 酸性 深成岩 の 導入 の 影響 に よっ つて 局部 的 に 形成 され る も の と し な た 。 

前 項 で 述べ た 二 つ の 岩石 は それ ぞ れ 粗 粒 な 塩基 性 岩石 及び 標 概 岩 質 岩 右 の 変成 に よっ 
て 形成 せら れ た も の で あぁ る 。 日 高 変成 帯 南 部 の 中 央 部 に ある 黒雲 母 ミ グマ タイ ト の うち 
Vo) Alar AES ROMER RRR HOT, これ ら が 東 に 変成 し 得る よう な 条件 六 
存在 し て いた こと を 示し て いる 。 そし て 日 高 変 成 帯 南端 部 の 他 の 二 っ の 起 塩 若 性 岩 体 の 岩 
質 と 比べ て その 岩 質 が 異 つ て いる 事 は 超 塩 基 性 岩 の 単 な る 分 布 上 の 特殊 な 現象 で ある か 
叉 は 協 塩 基 性 岩 の 生 成 の 時 期 の 異同 に よる も の か , 或 は この 両者 の 理由 に よる も の みか, 今 
後 , 亡 に 検討 す せら れ ね ば ぼ ば なら な い 。 


Marekanite type の perlite に つい て 
(本 邦 産 ペパー ライ ト の 研究 その 2) 
Perlite of marekanite type (Studies of perlite in Japan(2)) 
3s 原 ‘@, (Hiroshi Kuwabara)* 


TPA AR AB © MR IEE > © GH TRC LER LL OER XN CH perlite の うち 
marekanite type の も の に つき 興味 ある 点 を 述べ た い 。 

1. Marekanite と いう の は Siberia, Okhotsk 町 近く の marekanka 有川 流域 に 可 成 
り 広 く 露 出す る 流 紋 岩 叉 は 石英 究 山 岩 の 炉 岩 の 一 員 で , BR~7V2KO perlite ball z 
真珠 構造 を も つた ガラ ス 質 岩 か ら , 風化 の 差 叉 は 僅か の 打撃 で , 骨 料 分 離し た も の に 対し 
て Klaproth (1812 年 ) が 命名 記載 し た も の で , その 産 状 , 形態 を 除い て は perlite と 大 

|。 差 な く , 僅か に や ゝ ガラ ス 人 質 で , MAN LY RENCE FT SMALE FA So RM ob- 
sidian と は 鏡 下 で も 顕著 な pearl 或 は onion like の 人 亀 替 を も つ 点 で 区 別 さ れる 。 

2. 本邦 に 於 て この 種 marekanite perlite は 福島 県 喜多 方 市 大 佐山 と KMORKAR 
町 倉 ノ 山 に の み 極 め て 多量 に 産 し , 青森 県 松 神 , 福島 県 滝谷 の 湯 ノ 岳 , PARMAR 
perlite に 伴 つ て 局部 的 に 見 られ る に 過ぎ ず , 他 の 20 ヶ 所 に も 達する perlite 分 布地 に は 
未だ 発見 され な い 。 

2 DEARLAAR~ DEAK, 乃至 は 犬歯 状 の marekanite ball を 包 有 する per- 
lite zone は 黒雲 母 流 紋 岩 質 の 類 岩 と は 水平 垂直 共に 潤 移 的 で banded structure #7 
LZEOB Sts 30m に も 及び , HY} 5km に 豆 る 場合 が あぁ る 。 そ の 尊 度 る Okhotsk 産 の 
如く 2 へ ~3cm に 及ぶ も の は な い が , 0.3~1.0cm が 最も 多く , 活動 中 心 部 か らち 遠ざかる に 
従い 小 と な る 傾向 が あり , 一 般 に glassy zone の 下位 部 に 多く , Si (BBE, 長石 時 
に 石英 ) と 共存 する 場合 (中 位 部 に 多い ) は 球 題 が 多く な り , upper zone で は SEO 


1) 関 陽 太郎 ; 前 出 
2) Rest HS BH 
* ロ ロック ブ ロダ クト 株 式 会 社 


も 
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perlite £7) bell は 無色 透明 種 と な る 場合 が 多い 。 

3. この marekanite perlite を 生成 し た biotite-rhyolite の 活動 時 期 は 喜多 方 産 
は up. Miocene の 藤 峠 層 の 最上 部 に , KARZ mid. Miocene AERO LAM 
対比 され る が , 興味 ある こと は marekanite perlite , の 分 布 が 当時 の 海岸 線 の 堆積 僧 地 
寄り に 限ら れ , 隆起 山地 側 で は 急 に 笑 減 し て 塊状 叉 は vesicular の 流 級 岩 と な つて いる 
こと 及び , HAY 7 ED perlite zone 7~20m (異常 堆積 を 示す 砂岩 春 岩 層 の 直上 ) の 
最 下 位 に の み marekanite type が 生成 され て いる 事 は , 堆積 儲 地 の 形 成 過 程 時 に 於 て 水 
陸 境 界 附 近 に 活動 し た 酸性 岩 此 の 急冷 相 を 思わ せる 。 

4. 斑 璃 光沢 で 無色 透明 か ら 灰色 へ ~ 半 透明 に 至る BR OR LAME? も つが , これ は 
inclusion の 種類 と 量 , crack~parting の 瀬 度 に も 関係 が ある 。 こ れ は 化学 成分 の 上 に 
wEL LT FeO (total と し て の ) +MgO/CaO に も 未 さ れる 。 即ち その 数 値 が 以下 は 
無色 透明 種 2~5 灰色 種 , 5 以上 黒色 種 , 10 以 上 漆黒 色 種 と な り , SiO. 量 と は 逆 関 係 に あ 
Bo 比重 2.33~2.36, 屈折 率 1.498~1.494 の 範囲 に あり 一 般 の perilte LNs 低 
Wo SiO, 73~7896 Na,0+ K,0 5 へ ~996 で perlite や cbsidjan より や ゝ 多く , 特に 
喜多 方 産 無色 透明 種 の SiO。 78.149 は 本 邦 産 ガラ ス 質 岩 と し て は 最も 酸性 種 に 属し , K 


色 種 の Na。O 6.1096 (x BRE EPA ARE perlite (6.5496) に 次 ぐ 。Fe。O0。, FeO, MgO 等 © 


の 所 調 mafic の 構成 量 は 黒色 種 に 多い に 拘ら ず そ れ で る も obsidian の 約 1/2 CRM TH 
Wo H,O 又は Ig. Loss は 0.57~3.10 で 喜多 方 産 に つい て は 無色 種 に 多く 黒色 種 は 少 
い 。 こ の 数 値 は obsidian と pitchstone の 中 間 に あ る 。 

5. JV Aza Clk pitchstone, obsidian や 一般 の perlite より も Bic Or-Ab 
線上 に 近接 し て 岩 柴 分 化 の 最終 段階 の 成分 を 示し , 殊 に 喜多 方 産 の 無色 及び 灰色 種 は 米内 
YR Okhotsk 産 よ り も mere alkalic G7 VLG Ab が 45% 以上 を 示し て (米内 
沢 産 34.5896 Okhotsk 産 38.2596 一 般 の perlite は 22~35%) MA Butwe~ wo A 
BBL LT Na,O 過 筑 の 種 に 属し 従 つ て フル ム で は 当然 ac を 生ずる 。 

KL Vogt に より 実 険 的 に 求め られ た 祭 長 石 一 右 英 系 状態 図 で は 一 般 の perlite gi An 


5~17% で pitchstone に 近い が 比較 的 ab に 寄 つ て お り , marekanite type は ob- 3 


sidian と 同様 に 更に Ab 側 に 寄 つ て 症 も An 10% 以下 で あぁ る 。 換言 すれ ば 日 本 火山 岩 
( 流 紋 岩 ) の 平均 成分 より 可 成 り 離 れ て Daly の calc-alkaline (rhyolite) } alkaline 
rock (comendite) の それ ぞ れ の 平均 成分 の 中 間 field に 入る こと は 興味 が あ る 。 以 上 の 
事 か ら marekanite perlite は 一 般 の perlite を 含め た ガラ REEORCY SiO, に 富 
A Lewy CaO 少く , Na。O の 多い 種 で ある る こと は 明か で ある 。 : 

6. この 化学 組成 上 の 特徴 は 一 般 の perlite OPM yy s Hic wiser L, 約 1000°C を 
SEL LC 爆発 的 な 膨張 温度 (transformation point) を 異 に する 2 つの type に 分 は s 
れる 。 即ち 米内 沢 産 (730~950°C) の 低温 型 と 喜多 方 産 (1020~1160°C) の 高温 型 で , 
Na,O+ KO, Al2O5, SiO, と 水分 密接 に 交互 に 関連 する と 思わ れ , 加熱 に より 4~20 
倍 に 膨張 する 。 Na,O, K,O & 水分 は 膨張 率 を 大 な らし め SiO, と Al,O, RAW 
MICS, 従 つて 膨張 後 の 面 熱性 , 耐圧 強度 を よく する 。 

この 事実 は 低温 型 が 専ら plaster, 保温 保冷 材料 と し て , 高温 型 水 軽量 管材 , 耐寒 コン 
クリ ー ト , UPR, SURPRISE A ORL RL, 今後 工業 原料 よ と し て の perlite 
は 質量 共に 優れ た marekanite type の も の が 最も 重要 な 役割 を 果す も る の と 差 え 3 nh Zz 
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昭和 SISA 108 5 日 午前 9 時 より 東北 大 学 理 学部 に 於 て , 本 会 総会 が 開催 され , SHB 
EE REM, 会 長 摘 拶 が あぁ あり, 続い て 記念 講演 一 中 南米 の 鉄山 を 巡 つ て [島田 衛 〕, 原子 
PERMLS CHARM). 並び に 記念 撮影 の 後 , 午後 か ら 日 本 鉱物 学会 , 日 本 鉄山 地質 学 
会 と の 合同 に よる 一 般 講演 が 行わ れ た 。 同 昌 夜 鳩 親 会 ぶ あ り 極 め て 盛会 で あつ た 。 10 月 
6 日 は 引続き 一 般 講 演 が 行わ れ , 両 昌 億 な て 講演 数 46 件 。 続い て 10 月 7, SHOMAKE 
すり 次 の 上 卸 学 旅行 共 行 われ た 。 
[ A 班 : 福島 息 用 僕 水 品 由 ペグ マタ イト (RAB ARR, 長谷 川 修三 ) 
BE: PRIRARRIUR OSI (RAS TARE, 南部 松 夫 ) 
| CSE: 鳴子 火 出 及び 新庄 会 地 (RAS VAS. 加藤 毅雄 ) 
総会 に 於 て は 議長 に 石井 清 導 君 が 選 出さ れ て 議事 に 入り , 新しく 次 頁 の 会 則 が 承認 され 
た 。 引続き 新 会 則 に ょ る 役員 選出 の 議事 に 於 て は , “議事 進行 上 今回 に 限り 選挙 を 省略 し 
て , 会 長 を 総会 遍 上 で 推薦 し , 幹事 及び 評議 員 は 会 長 指名 に よる ” の 動議 が 提出 され て , 
これ が 承認 され た 。 全員 一 致 を 以 て 会 長 に 渡邊 雅 次 郎 君 が 推薦 され 下記 の 如く RAE 
名 さ HG 


ーー ンー ーー ンー ンー シーン > テン ーー 


2K KAS K SB 


*# = 石井 清彦 伊藤 AT SA OE 高橋 純一 琴 井 誠太郎 
HBA All 俊夫 HER KR 啓一 Wil ers BRS 
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RASEU YUMA BS By 
#2 Bl) 
人 第 1 条 本 会 は 日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 と 称す る 。 
第 2 条 AGRON, 岩石 学 , 鉄 床 学 及 び これ ら と 関係 の 深い 科学 の 進歩 を 助け , 
普 及 を は か る こと を 目的 と する 。 
第 3 条 本 会 は 事務 所 を 東北 大 学 理学 部 内 に お く 。 
第 4 条 本 会 は 第 2 条 の 目的 を 達する た め , 次 の 事業 を 行う 。 
(1) 機 國 雑 誌 の 発行 。 
(2) 講演 会 その他 学 術 に 関す る 集会 の 開催 。 
(3) その 他 必 要 な こと 。 
員 
第 5 条 会 々 員 は 正会員 及び 特別 会 員 と する 。 正会員 は 評議 員 会 で 入会 を 承認 され 
た も の と し , 特別 会 員 は 評議 員 会 で 推薦 され た も の と する 。 
第 6" 条 正会員 と じ て 二 会 に 入会 を 希望 の も の は , 正会員 2 名 の 推薦 を そえ て HAG 
WO 
第 7 条 退会 を 希望 の も の は , 会 費 を 完納 の 上 , 本 会 に 申出 る こと と する 。 
第 8 条 会 維 を 沿 納 し た も の は 評議 員 会 の 決議 に よ つ て 険 名 され る こと が ある 。 
会 = 
BIR 本 会 の 経費 に は 会 員 の 会 費 及 び 寄 附 金 等 を あて る 。 
第 10 条 正会員 の 会 費 は 年 額 590 円 と し , これ を 前 納 し な けれ ば な ら な い 。 特別 会 
の 会 費 は 年 額 5,000 円 と する 。 
役 員 
第 11 条 >< 会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 14 
ap 5 名 
評議 員 30 名 
第 12 条 会 長 は 本 会 を 代表 し , 会 務 を 堂 理 し , 総会 及び 評議 員 会 を 召集 する 。 
第 13 条 WRIST HEL, 会 長 事 故 あ る 時 は これ に 代 る 。 
Buk 評議 員 は 評議 員 会 を 組織 し , 本 会 の 運営 事項 を 協議 する 。 
第 15 条 会 長 , 幹事 及び 評議 員 は 正会員 中 より 十 選 に よ ょ つて 選出 され る 。 
第 16 条 役員 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但 し 重任 を さま た げ な い 
会 & 
EES 総会 は 毎年 1 回 これ を 開催 し , 本 会 の 基本 方 針 を 決定 する 。 総会 は 正会員 の 
10 分 の 1 以上 の 参加 を 以 て 成立 する 。 
第 18 条 評議 員 会 は 総会 の 決定 し た 基本 方 針 に 従い , 本 会 の 運営 事項 に つい て 協議 する & 
BYR 会 務 執 行 の た め 編 集 , 庶務 , 会 計 , BS TSH SE, その 他 に 関す る 委員 
会 を お く 。 各 委 員 長 は 評議 員 の 二 選 に より , その 他 の 委員 は 各 委 員 長 の 推薦 
に より 会 長 が 委嘱 する 。 
BH BI) 
第 20 条 本 会 々 則 の 変更 は 総会 の 決議 に ょ つて 行う 3。 
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7965, £4 ¥ Ey FORE I. II. 
Omar, M., Pandya, N.S., Tolansky, 
PAN EY FORE 500~700° C 
DRG, KNO。 に よ つ て お か し , BRO 
111 Gsm RU 111 SB, ATA 
くつ た 110 BRU 100 He 有する =a 
DEEGVZOW TC, BEDRMS SIRREE, 
高 分 解 能 の 頭 徴 鏡 , fe A ese, multi- 
ple-beam interferometry, light-profile 
microscope 等 を 用 いて 観察 し た 。 
1). 111 結晶 面 : RA ORBIT 
ぁ あぁ る が 三 つ の RRA bnN4, 先ず 
525°C 前 後 で 小さ な 錦 回 像 が 多数 不 規則 
に 生ずる 。Trigon 中 で は この 数 が 少 い 。 
Wz 575°C 附近 か らい くら か の 借 凹 像 が 
周囲 の 触 凹 像 を 包 令 し て 生長 し て ゆく 。 
大 きく な つた この 触 凹 像 は 三 AT CHAR 
まる く , 平ら な 底 を も つた も の が 多い 。 
一 方 trigon は 六角 形 を 示す よう に な る 。 
B= ORNL, 僕 像 が 大 きく ひろ が り 且 
Dek 7.0, BAe DED V7 FROW 
BEOCY, BRINE FTUV7ze 
FSC BERS, LOFT AVYT7USE 
に 221, 212, 122 の 面 指数 を も ち , 次 第 
に 834 と な る 傾向 を 示し , や が て 和 丸 味 を 
帯び て 結 品 学 的 特徴 を 打つ て し まう 。 
2). 111 S8Bgmi, 110m, 100m : 何れ の 
BEd HFT SROBMBBAU, これ が 
ひろ が つて 最後 に , 少し も り 上 つた 平行 
TERE ORE DS O72AMAL HS 111 
SERA ClsIIlOBIC ea CH Y, 110 
で は DIDBICEA AAA DE NW 7% 
ARAL AA KM 00H CLEAR 
条 が 面 の 殆 ん ど を うず め る よう に な る 。 


これ ら の こと は ダイ ヤ ャ モン ド が が 層状 の 積 
み 重 な り で 生長 し た こと を 示す も の と 姜 
ABN, BRAGA IVBAWZELE — 
3 Ho (Proc. Roy. Soc., A, 225, 33 
~40, 41~48, 1955) CLD 


7966, Hydrohetaerolite の 研究 
McAndrew, J. 

1913 年 に Ford Bradley が 記載 Liz 
au7 FY, Leadville 産 の 試料 を 用 い 
て , NAY, 熱 的 研究 を 行 つ た 。 結晶 は 
細か いい 繊維 状 で 暗 褐 色 を EL, 正方 卓 系 
に 属し , Zeek ! 4/amd, 単位 格子 恒 
数 は ad。=5.73, co=9.00A で ある 。 HE 
は 4.64 で 単位 格子 は 4HZnMn,_*0,2.8 
な る 。 こ の x は 約 0.4 で 格子 中 に 陽 イ オン 
の 欠陥 が ある 。 ABplx, 400°C, 12 時 
間 の 加熱 で は 座 / ヒ が 起 ら な い が , 600°C, 
12 時 間 で MnO と ZnO に な り , 860°C, 
12 時 間 で hetaerolite ZnMn,O, が 生じ 
た の を X 線 的 に 確か め た 。 こ の こと か ら 
hydrohetaerolite 23 BM Hh 7: SKK CHA 
Zt BHO, (Am. Min., 41, 268 
~275, 1956) [横山 〕 
7967, ANC y, Caceres#= ambly- 
gonite 及 び が 共生 鉱物 Weibel, M. 

スペ イン 西部 , Caceres 近く ぐ の Trahs= 
quilon 及び Valdeflores の 気 成 鍋 鉄 脈 か 
ら amblygonite を 産 す る 。 共生 鉱物 は 石 
英 , We, SE, WI ~=O 硫化 
Shin C, BHM ORG A GNC S 
angelite, childrenite 等 も 見 出さ れ た 。 
Amblygonite は 白色 塊状 で , Cu に よる 青 
緑色 の 斑点 が ある 。 PRL %=1.612, 
B=1.635, 2Vv=78°CH 4, laRRZE 
学 的 方 位 を 求め た 。Transquilon 産 の 試 
料 を 化学 分 析 し た 結果 『F が 少く 1.13% で 
Hz, Angelite は 板 状 で amblygoni- 
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te と 3H, childrenite は 小さ な 品 洞 中 
に 長 柱 状 で 送 し , <= ドド 647 B=1.669, 
y=1.670, 2Ve=33° CHA, MBA 
つい て その 産 状 , 鏡 下 の 性 質 , 化学 組成 
を 記載 し た 。 (Am. Min., 41,41~48, 
1956) [横山 
7968, Si], Broken Hill# Mn- 
pyrosmalite, bustamite, Fe-jo- 
hannsenite Hutton, C.O. 

we), New South Wales, Broken 


Hillz 4, Zinc Corporation の 12 レ ベ 
ル の 南端 部 か ら , Mn-pyrosmalite, bus- 
tamite, Fe-johannsenite 等 が 見 出さ 
れ た 。 Mn-pyrosmalite は 六方 板 状 , 1 
x4mm の 大 き さ で johannsenite OEE 
MUCOW COA, EAE MnO 43.44, 
BeO) 7.65* SiO, 34.2996, - €=1.631, 
= 1.670, [bH3.12CHS, XMBMRE 
真 及 び ワ イイ ゼン ベル グ 写 真 に は よる 研究 を 
行 つ た 所 , HAAR BRIS ay = 13.38, c9= 
7.15AC% 4 Bustamite life ds 2 
色 を な し , CHAT IANC AR AIRC johan- 
nsenite に 附 着 し て 産 す 。 こ の X 線 粉末 
写真 デー ター を 掲げ た 。 Fe-johannse- 
nite は 屈折 率 &=1.716, 8=1.728, Y= 
1.745, 2V=64°CIEBIX 3.55CHKZ_ 
(CPST OFERLDS BIL AF VY BG KD 
johannsenite に 近い 組成 を 示 す 。 こ れ 
を 1070"C じ で 約 15 時 間 , N。 中 で 加熱 する 
と bustamite\ き 変化 する 6。 On ORK 
を X 線 粉末 写真 に より 研究 し た 。 (Am. 
Min.,41,581~591, 1956) [横山 〕 
7969, StLBOMMBMER Frondel, C. 
N77 YEE ODI Ch A 黄 赤 福 
色 粉 状 鉄 物 を , 一 般 に 古く か ら ゴ ム 石 と 
呼ん で きた 。 世界 各地 産 の ゴム 石 試料 約 
100 個 に つい て X 線 的 放 光 学 的 化学 的 研 
究 を 行い , これ が 大 部 分 既知 の ウツ ウラン 人 鉄 
INL CN OLA CHEE RIED Io 
ゴム 石 は ペグ マタ イト OBIT Fv EROS 


解 生成 物 と し て 産出 する の が 普通 で ある 
が , この 場合 内 核 に 来 分解 の 隊 ウラ ン 録 
が 存在 する こと が あり , これ を 取り か こ 
ん で 赤褐色 の ゴム 石 帯 が 存在 する 。 この 
ゴム 石 は fourmarierite (PbO・4UO。 
7H,O),vandendiesscheite 4&2 Pb,U 
の 含水 酸化 物 か ら 成 る 。 最 外 毅 の 部 分 は 
緑黄色 を 時 し uranophane (Ca(UO。)。 
(SiO。)。(OH)。5H。0), 8B-uranophane 等 
の 含水 理 酸 塩 か ら 成 つて いる 。 赤 福 色 の 
TL BORKILUt> US, HOOK, Be 
射 源 Pb の 相対 的 増加 に よ ょ つて 特徴 づけ 
られ る 。 BONRORMR BSC OSE 
化物 か ら , Ca 及び Si を 含有 する 天水 叉 
は 熱 水 の 作 用 に よ つ て 生成 され た も の 
で , この 場合 は Pb 及び U の 一 部 が 深 
ZL, Ca,U D2 7keeRHEA FB eX nv 
bo CORORENCKWO TCT, これ 等 か ら 
事 に 叉 meta-autunite 47 mie, 
urancphane 42) 27KEEMme rE 2S 4e AK S 
れる こと が ある 。. (Am.Min.,41, 539~ 
568, 1956) (CRAIN 
7970, SEPSRRAO RAL Be 
Meyrowitz, R. 

PURPA (N= 1.74 E) を 作成 す 
る た め に 必要 な 溶質 と 落 媒 は 如何 な る 性 
質 を も つた も の が 適当 で あ る か 論議 し て 
いる 。 そ れ 自 身 が 高い 屈折 率 を も つ 事 は 
勿論 必要 で あり , AOL が が 低く, BE 
FAL ORR BW も の が 最も 
望ま し い 。 同族 の 化合 物 多数 を 文献 か ら 
選び その 屈折 率 , 類 融点 等 を 比較 し た 。 
原子 量 大 な る 元素 を 含む 方 が 屈折 Blt 
きい が , 庄 融点 は 高く な る 。 適当 な 化合 
物 は 週 期 律 表 の 4,5,6,7 族 (C,N,O,F 族 ) 及 
び Hg, Tl を 含む 無機 化合 物 , 有機 化合 
物 , 有機 金属 化合 物 で ある 。 例え ば As 
Bry, Se,Br,, Sn Br, 等 は , 既に YARED 
し て 用 いら れ た し 」 又 次 の 化合 物 る 今後 
この 方 面 に 用 いら れる 可能 性 が ある 。 
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P,S; (mp.172°C), Sn(CH,) Br,(50~5 
5°), Sn(CH,)Iz (82~85°), Sn (C,H,), 
Br,(38°), (I€,H,)AsI,(80°), (C,H,),Sb 
1,(70 °), (CgHg)2SeS,(50~51°), (Am. 
Min.,41,49~59 1956) [長谷 川 】 
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7971, FEREO 位置 の 占め 方 に 就 い て 
Marmo, V. 

ANH CLE ia SS O BYRIZER ST SB Perrin 
(1954) (変成 起源 論考 ) , Walton(1955) 
(GATEAL CR HL ARQ LO 
rey e tS) WRIA EN た も る の 
で , 著者 の 研究 し た 南 阿 中 央 の Sierra 
Leone HHA RUT AV IY FOTEREO 
例 を 基 に し て 議論 する 。 Thm BBE Syn- 
kinematic 及び Late 及 び Post-kinema- 
tic に 区 別 す る 。 BRIE L L CER 
RD > MACH LC, 後者 は MEE 
CBN Abba CHS HEOKMOM 
異 を 厳密 に する こと が 必要 で , 特に me 
長石 の 役割 及び その 種類 が 大 切 で , その 
産 状 は 異種 の も の で は 明か に 異 る 。 即ち 
Synkinematic な 花 賠 岩 で は 宮里 長石 
(BSA) REMI OE Rok £Y 
後期 の 生成 で ある 。 これ に 属す る 大 部 分 
の 花 庫 岩 の 交 代 作 用 起源 は 明瞭 で , その 
emplacement は 殆 ん ど 問 題 に な ら な い 。 
然し 多量 の 加里 を 持つ 花 賠 岩 が ある が, 
これ は 一 般 に 変 斑 品 状 で 徴 斜 長石 が 濃 集 
挿入 し た も の で ある 。 従 つて Synkinema- 
tic の 岩石 は TERRILL all 
に 扱わ ね ば な ら ぬ 。 此 れ に 反し Late-kin- 
ematic O7EME Cla TERIZBAK CR 
DIEM EERERBI SLBA られ ドー 
ム 構 造 の 内 核 た に 出る こと が 多い 。 Kat 
は 懲 斜 長石 と 他 録 物 間 の 前 後 匿 係 は ABE 
Cit, 殆 ん ど 同 時 で ある 。 こ れ は 本 岩 
が 岩 禁 起源 と する に 都合 が よい 。 TERA 


DRO IBS OPH ILE MEO ie 
の 占め 方 及び 起源 に 関す る 焦点 と な る 。 
この 花 賠 岩 は 前 者 の 場合 より 低 度 の 変成 
FE (RRR PSELATA) “CBUOKRE PF G3 
られ た と 考 へ られ る 。 岩 石化 学 的 に Syn- 
kinematicO 7pm AIZAT VD Y 量 (mol) 
RR OMITF K,O:Na,O=1:1 jx 
PCH So Late-kinematich sa 7E# Clk 
42:7 V7) 10mol Lb, K,O:Na,O 
は 1 ユ 1/2~2 及び 1 ユ 1/2 以下 に 分 か れる 。 
(tig B38 OB lk Synkinematic O7ERBY 
RADE CHO 15 is ASA VOWS 7 
Wo 従 つ て 前 者 の 生成 が 問題 で ある 。 
然し 実際 の 困難 は DVI BER BOR 
源 と 位置 の 占め 方 の 解釈 に ある 。 (Am. 
Jour. Sci., 254 479~492,1956) (= RE) 
7972, A—TUVYRO REED Fiz 
Hatker ike ibucules@n a. 

GEE Bowen その 他 に 依 つ て , オー ケル 
マン 大 が 1000°C DE CHT SZ LDS 
示さ れ て いる 。 KERNS TuttlenBsaL 
た Cold seal pressure vessels を 用 ひ , # 
IKE & INN SANE COLM FE YK BO 
Teo AMES CE POfe, KRit EA 
3957 ~6F lbs. /in2., 温度 861C~805°C, 時 
間 1/3 ~24( 時 間 の 範囲 で 行 は れ た 。 そ 
の 結果 CaSiO。 (EERKA) +CaMgsiO,( 
Y FY) FG) ZCaMgSi,0,(4—7 Ve v 
Aa) 反応 に 対す る P-T 曲線 が 決定 せら れ 
た 。 そ の P- 古 曲線 は 3 万 ~6 万 :bs. /in?. 
の 間 700~750°C OH MIC BY, mH 
P 軸 に 平行 する 。 この 曲線 に ABZ 揮 
発 成分 を 含む 反応 曲線 6 を 加え て みる と 
後者 は 前 者 と 異 る 傾斜 を 持ち 交 及 する 。 
(BB CRB +A) クレ ス +CO。; 石 
SE CEE +CCe, 他 4 曲線 ) そ 
し て 此 等 の 間 の 関係 が 論 識 され て いる 。 
適当 な 成分 の @ 岩 用 が いで オイ 2 
ン 石 の 安定 域 以 下 の 温 度 及 び じ O。 の 不足 
る 条件 Na る ル マン 太 と 
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リ 石 が 平衡 に 存在 し 得る こと が 期待 すら 
れる 6 この 例 で 1 で は ぱ ば リフ P= 
Crestmore (2VxEEKA—EVF RUA 
集合 体 が ある 。 これ は 不純 な 苦 灰 岩 質 岩 
が 熱 変 成 作 用 に 伴 ふ 交代 作用 を 受け た る も 
の で 両 鉄 物 は 密接 な 共生 関 係 を 示し 平均 
容量 比 Wo 52.5%, Ak47.596 で ある 。 
きれ は る ジン 合 の 分 解 に よっ る っ で こ 
の 共生 関係 が つく られ る こと を 示し て い 
Zo 最後 に 黄 長 石 (Akz, Gehjoo-z) と 
DER ON TS (Am.Jour. Sci., 
254, 468~478, 1956) (FE) 


7973, 南 党 洲 , Mt. Fitton (TKS 
tillite か ら granite え の 変 所 Chinner, 
G. A) Sando, M., White, A. J. R 

By Australia, Mt. Fittor 地方 の 岩石 
は 花 向 岩 化 作 用 を 受け , tillite か ら 花 
Mak HR eA CT & ARS TW 
る が , 著者 等 の 野外 に 於 け る 夫 等 岩石 の 
研究 結 果 で は 他 の 解釈 が 可能 で ある と R 
う 。 既 ち 花 賠 岩 類 は 古 期 の 基盤 で あ り , 
4% OBERT Lic tillite が 堆積 し た る の で 
Abhay eat tillite 間 に 存 在 す る 長石 に 富 
ん だ 岩 右 帯 は 花 賠 岩 の 表 面 に 残 つ た 基 庶 
アル コー ス で ある 。 然し この 関係 は 次 の 
理由 に 依り 不明 確 と な つて し まつ た Riz 
花 賠 岩 化 作用 の 解釈 が 行わ れ た の で ある 
BANG (1)tillite 堆積 後 の 変 成 作用 に 依 
つて 堆積 岩 類 の 再 結晶 作用 が 行わ れ Ye 
石 及び 黒土 母 が 発達 し て いる こと (2) FE RR 
岩 類 と tillite 間 の 接触 和 面 に 沿 つ て 劇 し い 
BAA AMOK LE, (Geol. Mag., 
93,18~24, 1956) [植田 】 


7974, Portugal, Trancoso aba 
OimBRB4L4ERR Schermerhorn, 
i CG. 

Portuga:, Trancoso の FA — Re 7 E fet 
RUE Z & OA OKLEL BEIR TE fg $3 hc 
BES Bo TOTEM ISTE RLU ds ら 


RAB SN So 


成る が , 多く の 場合 斑 状 花 庫 岩 の RABI 
ょ っ て 役 斜 長石 化 作 用 を 受け は 花 庫 岩 に 変 
つて いる 。 両 花 賠 岩 及 びそ の 捕獲 岩 中 の 
Sel aibite-oligoclaselt At 45 Z 
は 最初 も つと Ca LC BARARE CHO 
た も の が が , 二 次 的 に decalcification を 
受け て 酸性 斜 長石 に 変 つ た も の と 考 えて 
いる 。 BARA LET ZARAD Jal Rls 
BRARLEZOCWS, Mfimak 交代 
(EAOHMCHASZSZSEOR SLICE 
(Amer. Jour: Sei.; 
254, 329~348, 1956) [植田 


2B 鉱床 学 
7975, WICREME AKL TOMB 


Ingerson, F. 

著者 は 地質 温度 計 に つい て 最近 まで の 
研究 を 詳細 に 述べ , 種々 の 場合 に お ける 
地質 温度 計 の 実例 を 引用 する と 共に , = 
れ に 関す る 多く の 資料 を 紹介 し , その 各 
ROVER, RTRUKRME BIE CHA 
く , これ を 利用 する 場合 の 注意 や 今後 の 
間 題 を 挙げ て いる 。 

地質 学 的 な 温度 の 測定 法 と し て , 流動 
する 疾 岩 や 噴気 孔 の 温度 の 様 に 直接 測定 
する 方 法 と , 鉱 脈 の 生成 温度 を 推定 する 場 
合 に よく 利用 され る 鉱物 自身 で 物理 化学 
的 な 性 質 に よ つ て 間接 的 に 推測 する 方 法 
と に 大 別して な る こと が 出来 る e HENS 
度 計 と し て 重要 な の は 後者 の 問 接 的 な 方 
法 に よる も の で , THIMIAMKO HR 
の 性 質 を 利用 する も の が ある 。 即ち 1) 計 
Bick SAR 2A, 3) 変態 温度 ) 
4) 解 離 及び 分 解 温度 , 5S) 固 深 体 の 離 深 現 
BRUM, 6) 共 品 点 ) 7) 液 体 の 不 
混和 性 , S)\MiMOBUOKAMICE S| ARR 
定 範囲 9) 鉱物 の 随伴 共生 関係 , 10) 電 
気 伝導 度 , 11) 熟 発光 現象 , 12) 放 射 性 着 
f, 13)2 93 7} BR, 14) easy 


fp 


録 $39 


ie ae 17) 
ADAWERE, 
この 各々 の も の に つい て 著者 は 詳し く 説 
明 を 加え る と 共に これ に 関す る 文献 (22 
6) や 多く の 具体 的 な 資料 が が まとめ られ て 
居り , この 方 面 の 研究 者 に と つて は 重宝 
な 論文 で ある 。 (Econ. Geol., Fiftie- 
th Anniversary Volume, 341~410, 
1956) (#4) 
7976, Sukulu 鉱床 Sinclair,W.E. 

Africa の 東部 Uganda, Kenya と の 
境 近 く の 約 20 BAMBOMRIC, Sukulu 
噴火 口 を 含む 24 ヶ の 丘 が ある 。 こ れ 等 は 
eS 2, PES RARE Sukulu は そ 
の 最大 の る の で , LOWKAD BEL 
事 は その core が 不純 石灰 岩 か ら 成り た 
つ 事 で ある 。 周囲 は 花 賠 岩 で ある が , 地 
下 深 処 に あぁ つた 石灰 岩 が その 中 を 押し 上 
ば げ ら れ て 出 き た 。 一 般 に carbonatite と 
され る この 石灰 岩 core は MgO を 多量 に 
BR, この 種 の 鉱床 と し て よく 知ら れる 
Norway, Sove の も の と よさ く 似 た 岩石 よ 
りな る 。 石灰 岩 は 多数 の 断層 及び 大 山 性 
物質 より な る 角 春 を 包 裏 する 岩 脈 に より 
切ら れ , 石灰 岩 中 で は 甚だ 風 変 りな 鉱物 
共生 を 示す 。 即ち , BER, AKA A 
Be es Vida 2S FT 27 
ルコ ン , BRARUGBAC, BE I Hd 
金 及 び ト リウ ツウ ム を 含む 。 
GRE CHA SNSdDIELO Be 
OBA, Alka coren fa phic 72 $O 
た 残留 堆積 物 で , 紅 土 を 和 覆 つ て , EDOBKX 
は 丘 の 聞 に 分 布 す る 。 この 鉄 床 と し て の 
HEE REG 44, 炎 灰 石 34, 石英 12, そ 
ODER 10% か ら な る 。 (Minin. 
Mag., 92, 216~218, 1955) [鈴木 〕 
7977, 香港 , New Territories の 
Lin Ma Hang 銘 鉱 山 の 地 質 
Davis, S. G.; Snelgrove, A. K: 

本 鉄山 は 香港 と 中 国 と の BSI 


り , Jura 紀 の Tai Mo Shan 北 岩 と そ 
NicBAAnr Lok Ma Chau 片岩 の 
中 に ある 。 鉄 化 作 用 は その 班 岩 の 上 部 及 
び 東 部 の 接触 部 附近 に あり , 上 部 で は 伝 
化 帯 は 片岩 中 , 下部 で は 斑 岩 中 に 存在 す 
Do a POR OMA lava, BHR 
Gh, 雲母 を 生じ て いる 。 BARRE 
脈 が 走り , 叉 片岩 と の 接触 部 附近 で は 大 
き な 石 英 脈 が 走る 。 
鉄 床 区 域 は 延長 約 3, ORTH SA, そ 
の 中 に ゆる や か に 北 に 落 も て, PR, WL 
は レン ズ 状 で 膨 縮 し , HS BLS RE 
交代 し , BOVNLEUY SFT Zo Bet 
し て の 片岩 及び 斑 岩 は 共に 熱 水 に より 
propylitize され , 僅か の 緑 泥 石 及び 黄 鉄 
鉄 を 伴う 絹 雲 母 を 生じ て いる 。 この 変質 
の 後 , SRA GE VC LAS LUIS BBR TS 
tL? barren quartz vein が 生成 され , 
その 後に SK SKIN © FES RIK & を 生じ 
た 。 こ の 石英 脈 及び 母 岩 中 に 量 的 に 多い 
SOME, HK, ATER 
PASKOIRC 生じ , RS RUICE & HI 
状 を な す 。 PQHBSASKIS PRE HR EA SK CUE Zh 
く , ZOrmnyz BeASkZS exsolution bulb 
BMUBO fracture filling }L TAL 
て いる 。 黄 鉄 鉄 は 神 鉄 鉄 に 変っ つっ て いる 。 
鉱床 は mesothermal-~vepithermal vein 
で , その 伝 液 は 斑 岩 か ら も た ら さ れ な た 。 
(Minin. Mag.,94,73~79,1956) [鈴木 下 
7978, Greenland, Blyklippen 鉱 
山 に 於 ける 鉱 液 の 流動 方 向 Gross,W. 了 H. 
鉄 液 の 流動 方 向 を 知る に は 1) 鉱床 附近 
DWE, 2) Sirk 7, 3) 
Rama Me ie), 結晶 生成 時 の 圧力 , 
5) 母 岩 の 変質 , 特に 化学 成分 の 変化 等 
を 攻 究 する 事 に より , ある 程度 それ を 解 
明 す る 事 が 出来 る が , 著者 は 上 述 の 手段 
を 併用 し て 当 鉄 床 に 於 ける 録 液 の 流動 方 
向 を 考察 し て いる 。 GRAIL BCP 
POKES TESA LIR C 次 の 特徴 を も つ 。 


$540 BBR DBR AS 


a) 鉱床 を 伴う 断層 の 幅 は 北方 より 南部 に 
向 つ て 次 第 に 狭 少 と な り 断 層 上 部 の 急 傾 
SOMA A hh 質 学 的 に 低圧 と 考え られ 
る 部 分 に 於 て 鉱 化 が 著しく , b) 石英 結 
卓 の 成長 方 向 か ら 推 符 し て その 流動 方 向 
は 下部 か ら 上 方 に 向 つ て いる も の の よう 
で , c) Zn-Pb 比 は 北部 で は Zn が 優勢 
で 南部 に 赴く に 従い 洛 次 Pb>Zn と な り 
(Zn-Pb ratio contour に よ ょ つて 等 温帯 
が 導 か れ 得 る と する な ら ば ) や は り 北 部 
より 南方 に 向 つ て 温度 の 低下 が 認め ら 
れ , d) Beek KOT ratio contour 
LAMBS SHERI 6NSo 

以上 の 事柄 か ら 本 鉱床 を 生成 し た 録 液 
は 現 鉄 床 北 端 よ り 南 上 方 に 向 つ て 移動 し , 
温度 OUR TE & FEAR OSA @ URL re 


る の と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 51, 
415~426, 1956) ( Bat seBegz ) 


LL OS 


Bik GR 学 
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7979, 原油 の 地球 化学 的 研究 
Bonham, EG 

原油 の 微量 金属 元素 の 地質 学 的 意義 を 
検討 する た め に , 合衆国 各地 より Ordo- 
vician か ら Eocene ま で に ね わ た る 人 各 時 
代 の 原油 試料 66 個 (うち 45 は Oklaho- 
ma Seminole 地域 の Lower Pennsyl- 
vanian 中 の も る の) を 集め , At: 
を 適用 し た 。 原油 中 の 微量 金属 元素 検出 
の た め に 特に 工夫 を 加え , 原油 の ash/ 化 , 
スペ クト ル 線 の 濃度 増大 等 の 点 に つい て 
aE Leo 原油 中 に 令 ま れる 彼 量 金属 は 
産油 地域 が 異な る に 従っ つて, その 組合 せ 
PERIL, oa 
的 組合 せ を 示す が , 同一 の 時 代 , 環境 に 
ある 堆積 答 地 か ら ne きき の な な 
特徴 を 示さ な い 。 xO Seminole 地域 
の 原油 試料 か ら 得 た 結果 で 原油 中 の 
微量 or 区 別に 
役立た な い 。 然し この 適用 は 産油 層間 の 


層 位 聞 隔 が より 大 きい 場合 に は 有効 で あ 、 

Se dfn Mo 注目 すべ き は , Seminole ; 
地域 に 於 て , V, Ni の 集中 分 布 が 古 地 
理学 的 方 向 と 密接 な 関係 を 有する こと で 
ある 。 即ち , 集中 度 は 昔 の 海岸 線 近く に 

RC, BHP AYRES T So = 

れ は 恐らく 石油 が 移動 する 際 , 移動 し た 

BA AOARUNIMORM kOT A 
極性 の 金属 有機 成分 が 吸収 され た こ と に 

よる も の か , 或いは 同一 盆地 内 で も 異な 

つた 場所 で 生成 され た 右 油 ば 靖 / そ の 含有 
金属 が 異な る こと に 帰 因 する も の で あろ } 
う 。 何 れ に せよ , - 徴 量 金 属 の 含有 状態 が) 7 
HWS RERL TOSI LIRECH | 
Bo 同様 関係 が 他 の 食油 地域 で る 期待 さ 

WED o SO VERE ENIAC) ECan 

り 固 有 な 元素 で , RS < AER OBS, 根 

源 物 質 と な つた 有機 体 か ら 生じ た Ppor- 


‘phyrine 化合 物 中 に 存在 する も の と 考え 


られ る oc (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 897~908, 1956) (HA) 
7980, Ramsey #4 (Oklahomaj] 
Payne County) の 集 油 と 断層 の 関係 
Umpleby, S.S. 

Oklahoma)(O Bopp k YARRA 1OnB 
に 位置 する Ramsey 油田 (pool) は , 
この 地方 で 著名 な ・ Nemaha Granite 
Ridge の 3CiBiR Alc db ZIGHO 1, 
1938 年 に Mid-Continent Petrol]. Cor- 
poration に よ ょ つて 開発 され た も の で あ 
る 。 そ の 当初 は B8HtIED “Wilcox” 妙 
53 (第 1 層 ) (Ordovician) に , その 後 
“Wilcox’’ 砂岩 (第 2 層 ) と Misener-Hu- 
nton 夏 岩 (Siluro-Devonian) に つい て 
仕上 げ ら れ た 。 こ の pool の 産油 は 次 な 
り 長 く , その 油井 資料 も 整備 され て いる 
Oe, key formation ® structural- 
map に つい て の 詳し い 層 厚 , 間隔 , 並 
びに 全 産 油 期間 に つい て の oil-water 
contacts が 各 油 井 に つい て 検討 する こと 


i> 


GR tp4] 


が 出来 る 。 そ の 結果 この pool の 活 の 集 
積 は 水平 , 垂直 の 二 系 統 の 断層 系 に より 
BASEN THOHSAE MMHG 
BUS 1) 油 は 造 構 運動 に 伴 つ て 永い 期間 に 
豆 つ て 集積 し た も の で , 2) 断 層 に 沿い 垂 
直方 向 ど 移動 が あり , それ が 現在 ま で 継 
続 し て いる , 3) 断 層 を 横断 する 移動 も 或 
周 汐 棋 に よ つ て は 選択 的 に 行 は れ た も の 
と 考え られ る , 4) 断 層 群 に は 3 DORA 
BH, その 初期 の も の は 水平 の も の で 
他 は 垂直 方 向 の も の で ある 。 以上 の 傾向 
を 夫々 の 油 砂 に 対す る 断層 の 効果 か ら BH 
tL ROBE EMA, ( Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 40,122~139, 
1956) (Anke 3 
7981, 4HKOICRIIAZ Quenched 
Eiectorode の 手順 Clark, RO 
1946 年 に Calkins} White の 両氏 に 
ょ り Quenched Electrode に よ ょ る 汐 沿 
油 の 分 光 分 析 が 発表 され て 以来 , アメ ヌメリ 
カカ 石油 工業 分 析 委 員 会 の 中 に 発光 分 光 分 
析 小 委員 会 が も る うけ られ , Calkins の 方 
法 に つい て 種々 検討 が 加え られ た 。 
Calkins の 方 法 は よい 方 法 で あ る が と 
きど き 誤 差 が 出る こと が ある 。 実験 に 使 
用 し た 分 光 器 は Bausch & Lomb 社 の 中 
型 小 び 大 型 プ フリ ズム 分 光 & ARL の 
Lom KU 2.0m 7V=F74 YT 
で , 炭素 電極 の 予熱 温度 の 影響 は 1500°, 
1800°, 2160°F と 変え た が , 適当 な 内 
標準 線 を 使え ば 影 絡 は 無視 し うる が , be 
素 の 線 は 内 標準 に 用 いる と 相違 が ある 。 
電極 を 油 中 に 浸 し て お く 時 間 は 10 分 ,5 分 
と も 夫 差 な く , 2 分 の 場合 は や ゝ 検量 線 
が わる く な る 。 電極 の 先端 の 形 は まず 影 
響 ば な いと 考え で よい 。7 油 を いれ て お さく 
容器 の 大 き さ る も 影響 は な い 。 油 か ら 引 上 
ば げ ば な た 後 の 処 理 に 於 て は , 油 の 粘性 の 影 細 
は な い が ol base と oil additive OM 
分 の 相違 は 分 析 結 果 に 相 異 を 及ぼ ぽ す 。 


電極 間際 は 3mm が も つと る も 適当 で あつ 
た 。 発光 装置 の 電気 容量 は 0.007 ょ り 
0.021kF に まし , 自己 誘導 は 0.045 ょ り 
OB6MA NEES S Lis RB 
Zn,P の 感度 は 5 倍 と な り 再 現 性 は 1/2 
に 減じ た 。 KERR OM OMBAIZOW 
て し ら べ た が 集 光 レン ズ を 使う 場合 火花 
間 険 の 中 心 を 使用 する の が 最良 の 結果 を 
あたえ る 。 予備 放電 と か 分 析 線 に つい て 
は 試料 に より 元素 に よ つ て 異 る の で 全般 
的 な こと は 言え な い 。 検出 感度 は 0 ユー 
0.0196 C% ZA, Quenched Electrede 
の 方 法 は 新 し い oil で し か る も base stock 
と additives が 同種 で 分 析 試 料 と 標 共 
試料 が 同種 の 場合 は 好 結 果 が 得 ら れる 
が , これ ら が 異 つ て いた り 使 用 湾 の 油 に 
は 適用 する こと は さよ い 方 法 と は 言え な 
Wo (Anzl. Chem 23, 1948~1953, 
1951) [阿部 〕 


・7982, ミネ ソ ツタ 川中 部 及び 北部 に 於 け 


ARCHERY Swain, F.M. 

ミネ ソ タ 州 の 中 部 及び 北部 に 存在 する 
5 つの 湖 の 席 質 試料 に つい て 層 序 学 的 な 
立場 か ら 湖沼 堆積 物 を 分 類 し , 各 岩 HO 
分 布 発達 状態 , 化学 組成 , PH, 酸化 還元 
電位 , 及び 有機 物 組 成 を 詳細 に 調べ た 。 
研究 の 対象 と な つた 湖 は Minnetonka, 
Prior, Johanna, Cedar, Burntside 
の 各 湖 で , この 中 Burntside を 除く 4 つ 
の 湖 は , 湖沼 学 的 に 詳細 に 比較 し て 行く 
と 夫々 異 つ た 特質 を 持つ て いる が , 共通 
的 に は その 底 質 が 主として 有機 質 に 富 め 
る 褐色 一 灰色 の conrogenic ooze, co- 
propel 等 か ら な る 石灰 質 硬 水性 の 富 栄 
養 湖 の 特徴 を 持つ て いる 。 これ に 対し 
Burntside 湖 は 主 に シル ト wb % Sik 
AED ARE CH Bo & 堆積 物 の 試料 
Bo SS eA 7 eee 
沙 媒 を 用 いて 有機 物 を 抽出 し , その 抽出 
物 を 吸着 クロ マト グラ フ で 炭化 水素 及び 


抄 12 : BAB DMR FS 
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アス フ ア ル ト 様 物質 を 分 離し た 。 その 結 
RAR RAGA, 芳香 族 炭 化 水素 と し て 
示さ れる 深 出 分 は 全て の 抽出 物 中 に 認め 
られ , 更に 夫々 の 組成 を 2・3 の 試料 に つ 
いて 赤外線 及び 紫外 線 弘 収 ス ペク トル 
で 静め 検討 を 加 を た と きる Minne- 
tonka 湖 の nー ヘ へ プ タ ン 深 出 分 の 1 BOE 
で は , 8.7 半 k 附近 に 小さ な 吸収 が 認め ら 
hm I~cyclohexyleicosane C.。 日 』 に 類 
似 し て いる も の と 思わ れる 。 

一 般 に Burntside 湖 の 抽出 物 は , KR 
化 水 素 及 び アス フ ア ル ト 様 物質 が 共に 多 
く 極 性 在 機 物 質 は 比較 的 少量 で ある の に 
対し て , Minnetonka を 始め 他 の 富 栄 状 
湖 の も の は 極性 有機 物質 が 大 部 分 を 占め 
結果 的 に 生産 性 の 高い 湖 程 , 又 沼 性 の 様 
ERED ) OF2, 極性 の 有機 化合 物 Om 
が 多い こと が 認め られ た 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 40, 600~653, 
1956) CH) 
7983, BRUBRMERU その ヴ エ ネズ 
エラ 層 序 へ の 適用 Fec-Codecido, G. 

立 エ ネズ エラ の Mene Grande 石油 
会 社 は ゲ ヴ ェ ネズ ェ ラ の 層 位 学 的 問題 を 解 
決する の に , 所 調 重 鉱物 分 析 法 を 用 いた 。 
扱わ れ た 試料 は 約 95,000, その うち の 
15;000 示 藩 者 に より 研究 され た 。 こ の 時 
FAW 172 KOBE, 鉱物 の 同室 
法 が 詳し く 述 べら れ て いる が , HR に 広 
C4TDN CWEEK GMO 
定量 的 評価 は 個体 数 を 一 々 数 える こと な 
く , FABBTT OF ROME ER On Be 
し , その 比較 的 の 量 を 0 (thd CH) ab 
5 (非常 に 大 量 ) 迄 の 頻度 数 字 で 表わす 。 
得 ら れ た 重 久 物 の 組合せ と , その grou- 
PINS に は 特に 意 を 用 い , 分 り 易 い グ ラフ 
表現 法 (最初 HD. Hedberg ic k YH 
され た ) を 用 いて いる 。 即ち も, ある 基本 
的 重 鉄 物 組 合せ (basic suite) を 設け , = 
れ に 新しい 鉄 物 が 加わ つて 組合 DBS 


複雑 に な る , その 複雑 化 の 方 向 を , 夫々 
の "進化 線 “ に 治 う て color symbol C# 
DL, その 地域 の 層 序 単元 に 対す る 様々 
DERMAL せ の 成因 的 関係 を も 表わさ う 
きじ た の で ある 6 クエ ネズ ニョ 2 で 認識 
され た 基本 的 鉱物 組合 せ は ジ ルコ ン , A 
FY, FIVER BAA. SHA, 
(これ を blue suite と し て 表わす ) で こ 
Nic Oh x OSM IMdD yellow, 
red, green, purple お よび orange DK 
Suite に 区 別 さ れる 。 著者 の 得 た 系 統 図 
は , 小さ い 僅 か の 修正 で 殆ど TEARS 
ラ 全 域 に 豆 り 適用 され る と し , Boye 
合せ の 解析 が 層 位 学 的 研究 上 極め て 重要 
で あぁ ある こと を 強調 する 。 (Bull. Am. 


Assoc. Petrol. Geol., 40, 984~1000, - 


1956) (HA) 
7984, Central Gsat Plains 了 地方 白 
己 紀 層 頁 岩 の 放 射 能 及 び ウ ラン 含有 量 
Tourtelot, H. A. 

Late Cretaceons に 属す る Pierre 
岩 中 の Sharon Springs #/Si Sees 
の 頁岩 で 有機 物 含 有 量 に 富む も の で AS 
が ご れ は また South Dakotaheye dk 
部 , Nebraska の 大 半 , Kansas の 北部 
Colorado の 北東 部 に 豆 つ て 放射 能 に 富 
むこ と が 知ら れ て いる 。 Misssuri jay 
域 で は 本 層 が か な り 薄 いい が 0.01“ OY F 
ン を 含有 し て いる 。 Nebraska の 南西 部 
で は 本 層 は 20 豆 内 外 だ が 約 0.01986 の ツラ 
ン 量 が 令 ま れ て いる ご と が V-ray 油井 資 
Barb 推定 され る 。 South Dakota ® 
U Nebraska 南西 部 の Missouri 河 流 域 
で は 放射 能 及 び U 量 が 最も 多い が , こ ・* 
で は 下位 の Niobrara 層 に 不 整 合 に 重 な 
る 部 分 に 相当 し て いる 。 Black Hiils 附 近 
で は 本 部 層 の 下位 に Pierre 層 中 の Gam- 
mon 部 層 が , 東部 及び 南部 で は RSE 
BCE SON, Bs COURIERS 
いる が , こ ゝ で は 上 位 の 地層 より は 多い 


tN ei CN 


i 


i> 


が , 比較 的 放射 能 が 小さ い 。 こ の 頁岩 部 
Jet& $7 As, B, Cr, Cu, Mo, Ni, Se 7 
どの 微量 成分 を 含む が , V は 少 い 。 ま な た 古 
代 生 の 頁岩 に 比べ て Mo, Sn は 少 い が , 
Ag, Se は 多い 。 Netraska 及び South 
Dakota の Great Plainsti7 Cit BEE 
部 頁岩 は 古 第 三 紀 の White River BR 
庶 の Chadron Biz i hb 不 整 合 に 被 首 さ 
れ , そ の 上 部 30~50 豆 は 福 色 に 変質 し て い 
Ao THIElz pre-Oligocene の 風化 に 
よる も の で あら 3 う 3。 BA OT RN 1/4 
ROBE LEWRSO BS Cra hee as 
最も 強く , Niobrara BOH 岩 及 び 泥 灰 
岩 の 部 分 で 0.1% 当 量 , 乃至 0.039%6 DU 
を 含有 する 。 こ れ は Chadron 層 ( 爽 炭 層 ) 
中 の か な り 広 範 な U の 分 布 か ら 推 し て 。, 
極め て 石灰 質 な Niobrara 層 の 変質 帯 下 
部 の 上 記 の U の 根源 は White River 層 
群 に ある も の と 考え られ る 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 40, 62~83, 
1956) [加藤 
7985, 詩 発 光 性 質 に よる Mid-Con- 
tinent 産 石 放 岩 の 対比 Bergstrom, 
Roe debe 

Iowa, Missouri, Kansas の Pennsyl- 
vanian 時 代 の 右 灰 岩 試料 25 個 の 熱発 光 
(thermoluminescerice) に つい て , Parks 
(1953) に より 報告 され た 方 法 を 用 いて 調 
ベ , 対比 問題 へ の 応用 を 検討 し た 。 用 い 
られ た 各 右 灰 岩 は 他 の 層 位 学 的 方 法 に よ 
り , その 水平 連続 が 既に 合理 的 に 証明 さ 
れ て いる の で あ る が , 得 ら れ た “glow 
curve” の 水平 連続 は , 所 に より か なり 
変化 し , ASPBMEIC HY HikET DOH 
nie, LAMBA CHYOBILE 示 す 
も の も ある 。 符 発 光 は 石灰 岩 中 に 含ま れ 
る 不 深 残 査 量 , 化学 組成 , 放射 能 , 再 結 
品 作 用 , 採取 試料 の 頻度 数 等 に 左右 され 
る た め , 対比 は 相当 の 制限 を 受け る 。 
Kansas City 及 び shawnee JB#fa 6 


ES $13. 


た 石灰 岩 の glow curve は , cy'clic な 性 質 
を よく RIL, その “PAKS he 
も よく 舞 似 し た 熱発 光 性 質 を も つて 連続 
Ls PBI PEM ICE, “SERS 
石灰 岩 " (WSR TBAT ¢ Vo 
ARS Ck Parks が 
Mississipian 石灰 岩 で 指摘 し た の と 異な 
0, 石灰 岩 中 の 放射 能 度 と 発光 熱 と の 間 
に は 一 定 の 関係 が な く , 石灰 岩 中 の 不純 
物 の 存在 が 放射 能 度 以上 に BSIECER 
を 左右 する 。 石灰 岩 に 於 ける 岩 質 的 或 い 
は 化学 的 変化 が 熟 発 光 の 性 質 を 左右 し , 
glow curve 3%, Pennsylvanian 堆積 
輪廻 に よる 岩 質 , 環境 の 変化 を 反映 し て 
いる 事実 は , BEM AAO, HE 
積 環境 , 結晶 財 程 に 関す る 知識 を 得る の 
に 有用 で ある こと を 暗示 する が , BHC 
を 左右 する 作 因 は 複雑 で , 更に 研究 を 必 
要 と すろ る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 918~942, 1956) (Has 
7986, Morrison 層 の 粘土 鉱物 
Tank, RW i 

ワイ オミ ング に と 南部 ダコ タ の TBlack 
Hills 地域 の Morrison 層 か ら 得 た 13 の 
Brim, 同 層 の 岩 質 的 特徴 を +o 
に 表わし て いる と み ら れ る 4 の 断面 を 選 
び , この 断面 中 か ら 控 取 し た 泥 質 岩 中 の 
FELD HIS72o M.L. Jackson(19 
49) DAKE Aw Chita 5 silt を 分 離 
し , BeBe 微粉 末 に し , 等 量 の 粉 
末 ト ラガ カン ト ゴ ム と 混ぜ 水 で ぬら し , 
径 0.1~0.5mm の 棒状 に し X-ray 写真 
に 供し た 。 各 河 土 鉱 物 は 標準 の 石英 ) カ 
Ph EE 
ト の X-ray 写真 と 比較 し て 同定 され る 。 
A FAME すべ て の 断面 中 に 存在 し , 最 
LSE EFLMMCH So. カオ リナ イト 
は イラ イト に 次 いで 豊 営 で ある が 用 右 灰 
質 灯 土 岩 と は 伴わ ず 一 般 に Morrison jg 
の top 近く に 現われ る 。 


Pennsylvanian 
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モン モリ ロナ イト は 極め て 少な く , 僅か 
2 っ の 試料 中 に 見 られ る だ け で ある 。 少 
な く と も , この 地域 で は SHOAL 
物 組 合せ に よる zoning は 一 般 に 連続 せ 
ず 対 比 は 困難 で , 地層 の 細分 に も 用 いら 
れ な い 。 FHAGIMITOA RO MEE, 化 
FPG CHAM, 堆積 物 の 起源 
を 知る の に 重要 で ある が , よく 成因 の 知 
られ て いる 現世 堆積 物 , 地質 時 代 堆 積 物 
の 粘 主 鉱物 に 関す る 充分 な 資料 が な さく, 
3b, 自生 の 灯 土 鉄 物 を 区 別 す る こと 
が 出来 な い 故 , 環境 の 指示 鉄 物 と し て 用 
いる の に は 慎重 を 要する 。 本 地域 に 於 け 
BA74 ) OBS Std 停 水 環境 を 示し , 
双 カ オリ ナイ ト の 存在 は Millot の いう 
湖 成 相 を 特徴 づけ る も の と 解釈 され る 
DS, 上述 の 理由 か ら 全 く BRR OR 
を 脱し な い 。 (Ball. Am. Assoc. Petrol. 
Goel., 49, 871~878, 1956) . (HO) 


eee 
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7987, FFBRARBEH 吉木 文平 

原子 炉 用 材料 に は 高温 度 の 抗 張 度 が 優 
れ , PRREEREU OAS (, 和 熱 伝導 率 が 大 き 
く , 府 周 張 係数 が 小さ く , SRI が 高 
く , 面 触 性 に 富み , 熱中 性 子 を 全く Maly 
し な いも の 或 は 反対 に 完全 に 吸収 する も 
の , 千 業 的 被覆 の 可能 な こと な ど が 要求 
され る が , これ ら を 総 て 満足 する 様 な 万 
能 的 材料 は な いい ので, 個々 の 材料 を 活 用 
し な けれ ば な ら な い 。 特に 燃 装 体 に は 高 
湿原 子 炉 に 於 て は 高温 で 容 定 な UO, 
は UC 等 の 僚 業 燃料 が 注目 され る に 至 つ 
た 。 Mime, TI, WRI bea 
EN EEE) OS Hi BE 73 LAI & REO > BS 
こと を AS 原子 力 用 Ne を 酸化 物 
A, TAC, 鶴 化 物 系 及び 硫化 物 系 耐火 
物 に 分 け て 論じ これ ら 材 料 の 損傷 と 防 
EDIE BIT CREA し て いる 。: (Be 


BA 
es 


424, 64, 306~318, #831) (KI 
7988, Sb 酸 化物 が ラス Hedden, W. 
A., King, B.W. 

SbDB(LMERALTAA7 AOMME 
囲 を R,9Q-Al,0;-Sb, 0, 系 中 に 求め た 。 
透明 な ガラ ス は Sb。O。 が 53~78 wt%, 
A1,0。 7~21, R,O 12~26 で 得 ら れ な た 。 
R,O は Na,O18%, K,O 8%2BU, = 
NED HF AE 6.20 EO 赤外線 を HE 
する 。 屈折 率 は 1.72~1.77, PARR 
は 平均 12.0x10-6 程度 で ある 。 Cr, Ni, 
Mn, Co, Fe, Ca 等 に よる SOE 
FHA, 2~3% FeO, CRIB? = 
Lie (thik OREM WT 7 ADS ¢ fal 
With P¥eo - eM era Ever A 
306.2 DE OAS RIT So そ 
の 他 HC], NaOH eT SRE, 電気 
WEEE ASP (Jour. Am. Cer. 
Soc., 39, 218~222, 1956) [横山 〕 
7989, Pt, Pd, Rh に よる が ガ が ラス の 着 
f@ Rindon, G.E., Rhoads, J.L. 

ァ ル カリ の 斑 酸 塩 , MBH, PARE 塩 に 
相当 する 種々 な 単 一 組成 の ガラ ス に , Pt 
Pd, Rh を PtCl,-2HCl-6H,O, PdCl,- 
2H,O, RhCl, 人 等 の か た ち で 微量 添加 し 
TES AI AD EST SAMS oT 
7. ee 添加 金属 の 量 及 び 種 類 に よ 

Re RAE, Re mas ro 
hee ore ご これら ガラ ズ の 400 つ 
750mg 間 の transmittance curve を 求 
め た 。 MAI Na,O-P,0, DF FADH 
& Pt 0.0001wt96 で は 無色 , 0.0005~ 
9.008 で は 明 乃 至 暗 灰色 , 0.01 で 灰 黄色 , 
0.05 ts, 0.1 BHA CH YH, 0.2 へ 0.4 
CIXPIOPAAHSEAR, 不透明 と な y 
灰 黄 色 を 示す 。 mM, 着色 の 原因 は これ ら 
RRO CTPVYICES VOC, RR PtP, 
Ptt*, Pd** RU Rh OF ERERZ EH 

o (Jour. Am. Cer. Soc., 39, 173~ 
180, 1956) [横山 〕 
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iene 
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RADII EE ESR aC OW (第 1 #) 


山口 県 小野 地域 の 関 長 岩 質 岩 石 (1) (ーー 
日 立地 方 の クロ リト イド 片岩 中 に 発見 され た 灰 長 右 «oe 
日 高 帯 猿 留 川 地 域 の ミグ マタ に と も な う 包 在 岩 類 (DH(D)-- 


AAO (第 1 )—ME AHO ECL CRE 
層 群 中 に 発達 する 海 成 油 母 岩 層 に つい て (その 1 ) 


足尾 山塊 沢 入 花 賠 図 緑 岩 体 の 化学 組成 oo eee 
の 本 


RR る ceo noc os aan eee 
長野 県 下伊那 地方 の 超 塩 某 性 お よび 塩基 性 岩 類 


亀岡 市 行者 山花 内 岩 中 の 微 統 放射 能 鉱 物 
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会 費 値 上 の 件 , 昭和 31 年 度 事務 担当 者 , 会 員 動 静 , 投稿 規定 , 
演 会 開催 の 件 , 日 本 学術 会 議 第 四 期 会 員 選 挙 の 件 , 昭和 30 年 度 会 計 報 告 , 


び 交 換 図 書 , CN 本 会 役員 > ae 
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